
自
身
は
罷
免
回
避
に
大
金
支
出

　

伯
国
診
断
医
学
協
会
（
Ａ

ｂ
ｒ
ａ
ｅ
ｍ
ｅ
ｄ
）
も
、
画

像
診
断
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
需
要

が
平
均
７
０
％
減
っ
た
と
報

告
。
臨
床
検
査
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
、
検
査
の
需
要
が
平
均

６
０
％
減
少
し
た
。 

　

Ａ
ｂ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
ｄ
事
務
局

長
の
プ
リ
シ
ラ
・
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
マ
ル
チ
ン
ス
氏
は
、

「
需
要
低
下
は
著
し
い
。
医

療
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
を
経

済
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
経
済
開
発
銀
行
（
Ｂ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
か
ら
融
資
を
受
け

ら
れ
な
い
か
、
経
済
省
と
話

し
合
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

が
去
っ
た
後
は
需
要
が
回
復

す
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
能

力
を
保
つ
こ
と
も
必
要
」
と

語
っ
た
。 

　

Ａ
ｎ
ａ
ｈ
ｐ
と
Ａ
ｂ
ｒ
ａ

ｍ
ｅ
ｄ
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の

前
か
ら
行
っ
て
き
た
治
療
は

続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
」

や
「
臨
床
検
査
の
安
全
性
」

を
国
民
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。 

　

事
務
局
長
た
ち
は
、「
自

分
た
ち
の
主
張
は
、
医
療
機

　

２
８
日
、
伯
国
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
死
者
が
最
初
の
発
祥
国
の
中
国
を
超
え
た
こ
と
に
関
す
る
コ
メ

ン
ト
を
求
め
ら
れ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
、「
私
の
名
前
は
メ
シ
ア
だ
が
奇
跡
は
起
こ
せ
な
い
」
と
発
言
し
、
強

い
反
発
を
招
い
た
。
大
統
領
は
そ
の
一
方
で
罷
免
を
避
け
る
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
が
、
２
９
日
に
は
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
、
連
警
新
長
官
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏
の
就
任
を
最
高
裁
か
ら

差
し
と
め
ら
れ
た
。
２
８
、２
９
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
伯
国
の

ネ
ッ
ト
上
で
「
ボ
ッ
ト
（
ロ

ボ
ッ
ト
の
意
）」
と
呼
ば
れ

る
拡
散
機
に
よ
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
の
大
量
拡
散
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。
最
近
目
立
つ
の

は
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下

院
議
長
の
辞
任
を
迫
る
も
の

や
ジ
ョ
イ
セ
・
ハ
ッ
セ
ル
マ
ン

国
民
の
評
価
は
過
去
最
低
の

２
７
％
に
落
ち
た
。
２
８
日

に
は
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
も
伯
国
の
コ
ロ
ナ
対
策
を

批
判
し
、
伯
国
へ
の
航
空
便

の
差
し
止
め
を
示
唆
す
る
発

言
を
行
っ
て
い
る
。 

　

そ
の
一
方
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
、
高
ま
り
つ
つ

あ
る
罷
免
へ
の
動
き
を
回
避

す
る
た
め
の
活
動
を
熱
心
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ

は
、
連
邦
議
会
内
の
中
道

勢
力
「
セ
ン
ト
ロ
ン
」
に
連

邦
政
府
内
の
要
職
を
与
え
る

こ
と
で
、
大
統
領
へ
の
協
力

を
約
束
さ
せ
る
も
の
だ
。
一

部
の
報
道
に
よ
る
と
、
大
統

領
は
一
連
の
交
渉
の
た
め
に

１
０
６
億
レ
ア
ル
を
投
じ
て

い
る
と
い
う
。
大
統
領
は
か

つ
て
、こ
う
し
た
議
会
工
作
を

コ
ロ
ナ
死
者
が
中
国
抜
い
た
日
に

関
の
財
政
面
だ
け
を
心
配
し

た
も
の
で
は
な
く
、
本
来
行

う
べ
き
治
療
や
検
査
を
過
度

の
心
配
で
遅
ら
せ
た
り
、
中

断
さ
せ
た
り
し
な
い
た
め
の

も
の
」
と
し
て
い
る
。　

 

　

ま
た
、
国
家
衛
生
監
督
庁

（
Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
）
は
２
８

日
、
簡
易
版
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
判
定
検
査

キ
ッ
ト
の
販
売
を
薬
局
で
行

う
こ
と
を
認
め
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
特
別
措
置
は
、

２
月
４
日
に
保
健
省
が
出
し

た
、「
伯
国
領
内
に
お
け
る

公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
」

が
解
か
れ
る
ま
で
有
効
だ
。 

　

薬
局
は
検
査
の
判
定
能
力

を
持
つ
専
門
家
を
置
き
、
検

査
結
果
を
地
元
の
保
健
当
局

　

全
国
私
立
病
院
協
会
（
Ａ

ｎ
ａ
ｈ
ｐ
）
に
よ
る
と
、
伯

国
内
で
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
感
染
が
起
き
始
め
た
２

月
末
〜
３
月
始
め
以
降
、
医

療
検
査
の
実
施
件
数
は
前
年

同
期
比
で
約
８
０
％
落
ち
、

手
術
件
数
も
半
分
に
減
っ

た
。
Ａ
ｎ
ａ
ｈ
ｐ
事
務
局
長

の
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
リ
オ
・

フ
ェ
レ
イ
ラ
氏
に
よ
る
と
、

私
立
病
院
は
収
入
の
ほ
ぼ

５
０
％
を
手
術
代
に
依
存
し

て
い
る
と
い
う
。 

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は

拡
が
り
続
け
、
２
９
日
の

保
健
省
発
表
で
は
感
染
者

７
万
８
１
６
２
人
、
死
者

５
４
６
６
人
を
数
え
た
、
前

日
の
発
表
と
比
較
し
て
、
感

染
者
は
６
２
７
６
人
（
８
・

７
％
）、
死
者
は
４
４
９
人

（
８
・
９
％
）
の
増
加
だ
。
そ

ん
な
中
、
私
立
病
院
や
臨
床

検
査
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
画
像
診

断
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と

を
恐
れ
、
受
診
者
が
減
っ
て

い
る
と
、
２
９
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。 感

染
恐
れ
、通
常
検
査
が
大
幅
減
少

伯
米
間
の
航
空
便
を
停
止
？

簡
易
検
査
キ
ッ
ト
の
販
売
開
始
？

に
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
。

薬
局
協
会
に
よ
る
と
、
検
査

キ
ッ
ト
の
大
半
は
中
国
製

で
、
費
用
は
約
２
０
０
レ
ア

ル
、
咳
や
高
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
人
や
、
そ
う
し
た
症

状
が
出
て
い
た
人
を
対
象
と

し
て
い
る
。 

　

Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
の
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ブ
ラ
ガ
・
ト
ー
レ
ス

長
官
は
、「
簡
易
検
査
キ
ッ

ト
の
使
用
、
販
売
承
認
は
、

コ
ロ
ナ
検
査
を
求
め
る
人
が

公
的
医
療
機
関
に
殺
到
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
の
一
戦
略
」

と
述
べ
た
が
、「
簡
易
検
査

で
陰
性
で
も
感
染
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
し
、
陽
性
で

も
感
染
が
確
定
す
る
訳
で
は

な
い
。
簡
易
検
査
の
結
果
は

正
式
診
断
の
補
助
の
域
を
出

な
い
。
正
式
診
断
は
あ
く
ま

で
、
臨
床
デ
ー
タ
や
再
確
認

検
査
の
結
果
も
見
た
上
で
出

さ
れ
る
べ
き
」
と
し
た
。

アマゾナス州都マナウス市の公共墓地
（Alex Pazuello/Semcom）

フロリダ州知事と会談中のトランプ米大統領
（右、Foto ofi cial de Shealah Craighead)

友
人
の
連
警
ト
ッ
プ
は
就
任
差
止
め

「
汚
職
の
温
床
」「
古
い
政

治
」
と
言
っ
て
、
強
く
批
判

し
て
い
た
。 

　

ま
た
２
９
日
、
最
高
裁
の

ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・
モ

ラ
エ
ス
判
事
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
が
２
８
日
付
官
報
に
連

警
長
官
と
し
て
掲
載
し
、
正

式
指
名
し
た
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド

レ
・
ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏
の
就
任
を

差
し
止
め
た
。 

　

ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏
は
連
警
の

捜
査
対
象
に
な
っ
て
い
る
大

統
領
次
男
カ
ル
ロ
ス
氏
の
友

人
と
い
う
こ
と
で
、
か
ね
て

か
ら
就
任
に
反
対
す
る
声
が

多
か
っ
た
が
、
大
統
領
が
周

囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
指

名
。
２
９
日
午
後
、
新
法
相

ら
と
共
に
就
任
式
を
行
う
は

ず
だ
っ
た
が
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ

ロ
前
法
相
が
２
４
日
の
辞
任

下
議
へ
の
中
傷
と
い
っ
た
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
敵
対
す

る
人
物
を
攻
撃
す
る
も
の
だ
。

こ
の
傾
向
は
、
大
統
領
次
男

の
カ
ル
ロ
ス
氏
が
「
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
犯
罪
の
中
心
人
物
」

と
連
警
に
断
定
さ
れ
た
と
の

２
５
日
の
報
道
後
に
活
発

化
。
２
８
日
夜
に
大
統
領
が

「
奇
跡
は
起
こ
せ
な
い
」
発

言
を
し
て
世
論
か
ら
大
不
評

を
買
っ
た
後
は
、
そ
れ
を
打

ち
消
す
か
の
よ
う
に
「
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
英
雄
」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
が
大
量
拡
散
さ
れ
た
。
大

統
領
に
不
利
な
こ
と
が
あ
れ

ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
政
敵
を
排
斥

し
、
不
都
合
な
発
言
が
注
目

さ
れ
れ
ば
、
今
度
は
不
自
然

な
称
賛
の
言
葉
を
ば
ら
ま
く
。

こ
う
し
た
こ
と
が
繰
り
返
さ

れ
て
久
し
い
の
だ
が
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
最
新

調
査
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
に
関
し
、

「
隔
離
政
策
を
守
る
」
と
答

え
た
人
が
５
２
％
に
落
ち
て
、

「
ハ
イ
リ
ス
ク
で
な
い
人
は
職

場
に
戻
る
べ
き
」
が
４
６
％

に
増
え
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
盛
り

上
げ
た
反
隔
離
政
策
の
影
響

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
隔

離
政
策
が
１
カ
月
以
上
続
い

た
こ
と
に
よ
る
疲
れ
や
、
家

計
が
苦
し
く
な
り
始
め
た
こ

と
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で

は
。
州
や
市
に
は
、
他
国
の

例
も
参
考
に
今
後
の
対
策
を

慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
り

そ
う
だ
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

た
だ
、そ
の
一
方
で
、先
週
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
派

手
に
再
開
さ
せ
た
こ
と
で
社

会
的
な
批
判
を
受
け
た
サ
ン

タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
ブ
ル
メ
ナ

ウ
市
で
は
、
２
２
日
の
隔
離

緩
和
以
降
、
２
８
日
ま
で
に

感
染
者
が
２
・
６
倍
に
急
増

し
た
と
い
う
。
こ
う
い
う
例

を
聞
く
と
、
や
は
り
無
防
備

な
商
業
活
動
再
開
は
厳
禁
で

は
。
ま
だ
ま
だ
、
前
途
は
多

難
と
い
え
そ
う
だ
。 

　
【
既
報
関
連
】　

ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
２
９
日
朝
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
も
営
業
が
認

め
ら
れ
る
「
基
幹
業
務
」
の

定
義
を
拡
大
す
る
大
統
領
令

を
出
し
た
と
、
同
日
付
伯
字

各
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

社
会
隔
離
政
策
と
し
て
、

基
幹
業
務
以
外
の
営
業
停
止

令
発
令
中
の
聖
州
の
ド
リ
ア

知
事
、
リ
オ
州
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ

ル
知
事
な
ど
と
対
立
す
る
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
か
ら
の
反

撃
だ
が
、
最
高
裁
は
１
５
日
、

「
コ
ロ
ナ
対
策
の
決
定
権
は

知
事
や
市
長
に
あ
る
」
と
決

定
し
て
い
る
。 

　

新
し
い
大
統
領
令
の
「
基

幹
業
務
」
に
は
、
新
品
や
中

古
の
部
品
や
タ
イ
ヤ
の
販
売

と
修
理
、
修
繕
、
音
と
映

像
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
放
送
事

業
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
活
動
、
貨
物
と
人
の
輸
送

と
物
流
活
動
の
確
保
の
た
め

の
食
品
、
休
息
、
清
掃
、
衛

生
、
販
売
、
修
繕
、
自
動
車

の
技
術
支
援
、
高
速
道
路
な

ど
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
責
任
公
的
機
関
の

決
定
に
従
っ
て
行
う
、
失
業

保
険
給
付
な
ど
の
処
理
活
動

の
他
、
車
両
レ
ン
タ
ル
業
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
、
冷
蔵
お
よ
び
空
調
設

備
な
ど
の
点
検
活
動
、
原
材

料
、
化
学
物
質
、
石
油
化
学

製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
生
産
や
貿
易
、
輸
送
活
動
、

鉄
鉱
業
や
製
鋼
・
ア
ル
ミ
な

ど
の
加
工
業
、
陶
器
や
ガ
ラ

ス
製
品
の
製
造
、
供
給
な
ど

も
含
ま
れ
た
。 

　

ま
た
、「
公
衆
衛
生
上
の

緊
急
事
態
宣
言
」
に
よ
る
経

済
的
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

に
設
計
さ
れ
た
、
政
府
ま
た

は
民
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関

連
す
る
銀
行
支
店
な
ど
で
の

サ
ー
ビ
ス
業
務
も
、
基
幹
業

務
に
含
ま
れ
た
。 

　

大
統
領
令
で
営
業
許
可
が

出
た
が
、
州
条
例
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
場
合
は
州
条
例
が

優
先
さ
れ
る
。
大
統
領
令
に

も
「
同
令
は
知
事
や
市
長
の

権
限
を
脅
か
す
も
の
で
は
な

い
」
の
文
言
が
含
ま
れ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
７
万
人
、
死
者
も

５
千
人
を
超
え
た
２
８
日
、

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

伯
国
と
の
航
空
便
停
止
を
示

唆
し
た
と
２
８
、２
９
日
付

伯
字
紙
、サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
８
日
、

伯
国
は
深
刻
な
コ
ロ
ナ
禍
に

襲
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
流
行

状
態
は
他
の
ラ
米
諸
国
と
は

異
な
る
と
の
懸
念
を
表
明
す

る
と
共
に
、
現
在
も
運
行
が

続
い
て
い
る
伯
国
と
の
間
の

航
空
便
を
停
止
す
る
可
能
性

も
示
唆
し
た
。
伯
国
と
の
便

は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
の
間
の

線
二
つ
と
テ
キ
サ
ス
州
と
の

間
の
線
一
つ
で
、
計
９
便
が

運
航
を
続
け
て
い
る
。 

　

米
国
は
ま
だ
、
伯
人
の
渡

航
を
禁
止
し
て
は
い
な
い
。

だ
が
、
航
空
便
の
運
航
停
止

は
３
月
末
に
も
話
題
に
出
て

お
り
、
伯
人
に
は
不
要
不
急

の
旅
行
回
避
を
勧
告
。
伯
国

か
ら
帰
国
し
た
米
国
人
に
は

１
４
日
間
の
自
宅
隔
離
を
守

る
事
も
命
じ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
在
伯
米
国
大
使
館

は
既
に
、
伯
国
在
住
の
米
国

人
達
に
、
即
時
帰
国
か
、
現

在
地
に
長
期
滞
在
す
る
つ
も

り
か
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
、

準
備
す
る
よ
う
に
と
の
通
達

を
出
し
て
い
る
。 

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言
は
、

経
済
活
動
再
開
に
つ
い
て
の

フ
ロ
リ
ダ
州
知
事
と
の
会
談

の
席
で
出
た
も
の
で
、「
伯

国
で
深
刻
な
流
行
が
起
き
て

い
る
事
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
？　

伯
国
の
現
状
は
南
米

諸
国
と
は
違
う
。
残
念
だ

が
、
伯
国
で
何
が
起
き
た
か

は
今
後
の
数
字
で
わ
か
る
は

ず
だ
」
と
語
っ
た
。 

　

フ
ロ
リ
ダ
州
知
事
は
、
伯

国
と
の
航
空
便
の
即
時
停
止

は
不
要
と
の
考
え
を
示
し
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、「
必

要
だ
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
知

ら
せ
ろ
」
と
も
命
じ
た
。 

　

米
国
は
感
染
者
数
、
死
者

数
共
に
世
界
一
で
、
２
８
日

に
は
感
染
者
数
が
１
０
０
万

人
を
超
え
、
死
者
も
６
万
人

に
達
す
る
勢
い
だ
。
だ
が
、

２
８
日
の
死
者
増
加
数
は
世

界
一
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

前
日
比
で
は
減
少
。
１
日
の

死
者
数
上
位
５
カ
国
で
は
、

伯
国
だ
け
が
前
日
の
３
３
８

人
を
上
回
る
４
７
４
人
増
を

記
録
し
、
感
染
拡
大
が
続
い

て
い
る
事
を
露
呈
し
た
。 

　

こ
の
事
は
、
伯
国
の
社
会

的
隔
離
策
が
効
果
を
挙
げ
て

い
な
い
事
を
示
し
て
い
る
。

特
に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

が
「
外
に
出
よ
」
と
言
い
始

め
た
頃
か
ら
は
隔
離
率
が
落

ち
る
傾
向
が
あ
る
。
シ
ョ
ッ

国
政
府
の
陰
謀
で
ば
ら
ま
か

れ
た
も
の
」
と
い
う
内
容
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
流
し
た
件
だ
。 

　

こ
れ
に
在
伯
中
国
大
使
館

は
激
怒
し
、
厳
し
い
批
判
声

明
も
出
さ
れ
た
。 

　

連
邦
検
察
庁
は
こ
の
件
を

重
く
見
て
、
人
種
差
別
法
の

第
２
０
条
に
反
す
る
と
し
て

最
高
裁
に
捜
査
開
始
許
可
を

要
請
。
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ

判
事
が
同
件
に
関
す
る
捜
査

を
許
可
し
た
。 

　

ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
教
育

相
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
で
最

初
に
捜
査
を
受
け
る
大
臣
と

な
る
。

「
基
幹
業
務
」
拡
げ
る
大
統
領
令

「
州
の
権
限
脅
か
さ
ず
」と
も

ト
ラ
ン
プ
氏
が
検
討
を
示
唆

コロナショック

死
者
数
２
日
連
続
で
４
０
０
人
超

ボウソナロ大統領

最
高
裁
が
教
育
相
へ
の
捜
査
承
認

中
国
へ
の
人
種
差
別
発
言
で

２９日のボウソナロ大統領
（Marcos Correa/PR）

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
８
日
夜
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
て
死
亡
し
た
人
の
数

が
最
初
の
発
祥
国
の
中
国
を

超
え
、
５
千
人
台
に
達
し
た

こ
と
に
つ
い
て
記
者
か
ら
尋

ね
ら
れ
た
際
、「
そ
れ
が
な
ん

だ
と
い
う
ん
だ
。
現
状
は
嘆

か
わ
し
い
が
、
私
に
何
を
し

ろ
と
い
う
ん
だ
？　

私
の
名

前
は
メ
シ
ア（
救
世
主
）だ
が
、

奇
跡
は
起
こ
せ
な
い
」
と
の

発
言
を
行
っ
た
。 

　
こ
の
発
言
は
国
民
に
は「
無

責
任
」
と
映
り
、
こ
の
夜
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
最
も
話
題
に
さ
れ

た
。 

　

大
統
領
は
２
９
日
午
前
中

も
、
前
夜
の
発
言
を
報
じ
た

メ
デ
ィ
ア
を
「
嘘
つ
き
」
と
決

め
つ
け
、「
お
前
た
ち
に
金
は

払
わ
な
い
」
な
ど
と
ま
く
し

立
て
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

で
死
者
が
増
え
た
こ
と
に
つ
い

て
訊
き
た
が
る
が
、「
コ
ロ
ナ

抑
制
の
た
め
の
外
出
自
粛
令

に
関
す
る
責
任
は
州
や
市
に

あ
る
。
最
高
裁
も
そ
う
決
め

た
」
な
ど
と
屁
理
屈
を
こ
ね
、

「
死
者
の
増
加
は
自
分
の
責

任
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。 

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
最

新
の
世
論
調
査
で
は
大
統

領
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
対
す
る

　

最
高
裁
が
、
中
国
に
対
す

る
人
種
差
別
発
言
騒
動
で
問

題
と
な
っ
て
い
た
ア
ブ
ラ

ア
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ

教
育
相
に
対
し
て
捜
査
を
行

う
こ
と
を
認
め
た
。
２
９
日

付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い

る
。 

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
教

育
相
が
４
月
に
、漫
画「
ト
ゥ

ル
マ
・
ダ
・
モ
ニ
カ
」
の
登

場
人
物
の
セ
ボ
リ
ー
ニ
ャ
の

挿
絵
を
使
い
、「
Ｌ
」
と
「
Ｒ
」

の
区
別
が
で
き
な
い
セ
ボ

リ
ー
ニ
ャ
と
中
国
人
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
発
音
を
重
ね
合

わ
せ
て
か
ら
か
っ
た
上
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
中

会
見
の
際
に
行
っ
た
、「
大
統

領
が
連
警
に
干
渉
し
た
」
と

の
発
言
を
問
題
視
し
た
モ
ラ

エ
ス
判
事
が
、
民
主
労
働
党

か
ら
の
就
任
差
し
止
め
要
求

を
受
け
入
れ
た
。

「奇跡は起こせない」ボウソナロ

（１） ２０２０年第５４７８号  ４月 ３０日 （木曜日）

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
営
業
を

認
め
た
州
で
は
感
染
者
が
増

え
て
お
り
、
社
会
的
隔
離
の

緩
和
が
感
染
拡
大
抑
制
効
果

を
殺
ぐ
事
が
明
ら
か
だ
。 

　

ま
た
、
２
３
日
以
降
、
１

日
の
感
染
者
数
が
、
最
少

で
３
３
７
９
人
、
最
大
で

５
５
１
４
人
増
え
て
い
る
事

は
、
緊
急
援
助
金
引
き
出
し

な
ど
で
長
蛇
の
列
が
出
来
た

事
な
ど
を
反
映
し
た
動
き
と

い
え
る
。
死
者
も
２
６
日
以

外
は
３
３
８
人
〜
４
７
４
人

増
え
て
お
り
、
医
療
崩
壊
が

起
き
始
め
た
事
を
示
し
て
い

る
。

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト



　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

本ほ
ん

紙し

姉し

妹ま
い

紙し

「
Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ａ
ｋ
」
２
１
日に

ち

付づ
け

に
よ
れ
ば
、
聖せ

い

州し
ゅ
うイ

タ
ク
ア
ケ
セ
ツ
ー
バ
市し

に
あ
る
希き

望ぼ
う

の
家い

え

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
下し

も

元も
と

ジ
ル
セ
理り

事じ

長ち
ょ
う）

が
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影え

い

響き
ょ
うで

経け
い

済ざ
い

的て
き

に
深し

ん

刻こ
く

な
危き

機き

に
晒さ

ら

さ
れ
て
お
り
、

援え
ん

助じ
ょ

を
求も

と

め
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

や
ノ
ッ
タ
・
フ
ィ
ス
カ
ル
・
パ
ウ
リ
ス
タ
（
Ｎ
Ｆ
Ｐ
）
制せ

い

度ど

を

利り

用よ
う

し
た
援え

ん

助じ
ょ

、
物ぶ

っ

資し

援え
ん

助じ
ょ

（
食

し
ょ
く

品ひ
ん

、
老ろ

う

人じ
ん

用よ
う

オ
ム
ツ
、マ
ス
ク
、
手て

袋ぶ
く
ろ、

医い

療り
ょ
う

用よ
う

ガ
ウ
ン
な
ど
）
も
受う

け
付つ

け
て
い
る
。

　
「
今い

ま

の
と
こ
ろ
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

や
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

か

ら
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
出で

て

い
ま
せ
ん
が
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

打だ

撃げ
き

を
受う

け
て
い

ま
す
」
と
下し

も

元も
と

理り

事じ

長ち
ょ
うは

協
き
ょ
う

会か
い

の
危き

機き

的て
き

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを

語か
た

る
。

　

希き

望ぼ
う

の
家い

え

は
設せ

つ

立り
つ

か
ら
５
０
年ね

ん

、

知ち

的て
き

障し
ょ
う

害が
い

を
持も

つ

人ひ
と

々び
と

の
保ほ

護ご

及お
よ

び

医い

療り
ょ
う

的て
き

支し

援え
ん

や
教

き
ょ
う

育い
く

を
行お

こ
な

い
、
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

の
生せ

い

活か
つ

の
向こ

う

上じ
ょ
うと

社し
ゃ

会か
い

的て
き

包ほ
う

摂せ
つ

の
た
め

の
取と

り
組く

み
を
推お

し

進す
す

め
て
き
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
希き

望ぼ
う

の

家い
え

で
は
３
９
歳さ

い

か

ら
７
７
歳さ

い

ま
で
の

重じ
ゅ
う

度ど

知ち

的て
き

・
身し

ん

体た
い

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

を
７
０
人に

ん

受う

け
入い

れ
て
お
り
、
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

齢れ
い

は
５
８
歳さ

い

と
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

も
少す

く

な
く
な
い
。
そ
の
う
ち
２
８

人に
ん

は
車

く
る
ま

椅い

子す

を
利り

用よ
う

し
て
い

る
た
め
、
身し

ん

体た
い

的て
き

介か
い

助じ
ょ

も
必ひ

つ

要よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
職

し
ょ
く

員い
ん

数す
う

は
外が

い

部ぶ

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

を
含ふ

く

め
て

１
１
０
人に

ん

に
の
ぼ
る
。

　

入
に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

の
多お

お

く
は
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

化か

リ
ス
ク
が
高た

か

い
た
め
、
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

措そ

置ち

と
し
て
施し

設せ
つ

外が
い

で

行お
こ
なわ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
活か

つ

動ど
う

全す
べ

て
停て

い

止し

し

た
だ
け
で
は
な
く
、
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

家か

族ぞ
く

の
面め

ん

会か
い

も
制せ

い

限げ
ん

を
行

お
こ
な

っ

て
い
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
事じ

務む

所し
ょ

は
休

き
ゅ
う

止し

中ち
ゅ
うだ

が
、
施し

設せ
つ

の
介か

い

護ご

サ
ー
ビ
ス
は
通つ

う

常じ
ょ
う

通と
お

り
行

お
こ
な

っ
て
お
り
、
自じ

宅た
く

勤き
ん

務む

が
可か

能の
う

な
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

は
在ざ

い

宅た
く

勤き
ん

務む

へ

移い

行こ
う

し
、
施し

設せ
つ

保ほ

全ぜ
ん

や
洗せ

ん

濯た
く

な
ど
の
部ぶ

門も
ん

は
１
日に

ち

お
き
の

勤き
ん

務む

で
対た

い

応お
う

し
て
い
る
。

　

協
き
ょ
う

会か
い

の
主お

も

な
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う

源げ
ん

は
個こ

　

昨き
の
う日

、
日に

本ほ
ん

か
ら
ア
マ
ゾ

ン
の
小こ

包づ
つ
みが

届と
ど

い
て
ビ
ッ
ク

リ
し
た
。
中な

か

身み

は
本ほ

ん

が
一い

っ

冊さ
つ

。

国こ
く

際さ
い

郵ゆ
う

便び
ん

は
止と

ま
っ
て
い
る
の

で
、
な
ん
だ
ろ
う
と
思お

も

っ
た

ら
Ｄ
Ｈ
Ｌ
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の

国こ
く

際さ
い

輸ゆ

送そ
う

物ぶ
つ

流り
ゅ
う

会が
い

社し
ゃ

で
「
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
国こ

く

際さ
い

輸ゆ

送そ
う

物ぶ
つ

流り
ゅ
う

会が
い

社し
ゃ

」
と
も
言い

わ
れ
る
。
こ
ん

な
と
き
で
も
ち
ゃ
ん
と
期き

日じ
つ

通と
お

り
に
配は

い

達た
つ

す
る
と
は
、
さ

す
が
「
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

」
だ
け
あ

さ
れ
て
い
た
。
た
め
に
世せ

間け
ん

で
は
、
興こ

う

道ど
う

社し
ゃ

は
テ
ロ
組そ

織し
き

、

吉き
っ

川か
わ

は
そ
の
首し

ゅ

魁か
い

と
思お

も

い
込こ

む
向む

き
が
多お

お

か
っ
た
。

　

利り

敵て
き

産さ
ん

業ぎ
ょ
う…

云う
ん

々ぬ
ん

と
い
う

の
は
、
絹き

ぬ

糸い
と

や
薄は

っ

荷か

油あ
ぶ
らが

、

日に

本ほ
ん

が
戦

た
た
か

っ
て
い
る
米べ

い

国こ
く

に
輸ゆ

出し
ゅ
つさ

れ
軍ぐ

ん

需じ
ゅ

物ぶ
っ

資し

に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
養よ

う

蚕さ
ん

や
薄は

っ

荷か

栽さ
い

培ば
い

は
止や

め
る
べ
き
だ
と
い
う
運う

ん

資し

金き
ん

寄き

付ふ

、
Ｎ
Ｆ
Ｐ
、
食し

ょ
く

品ひ
ん

も

希き

望ぼ
う

の
家い

え

が
支し

援え
ん

を
呼よ

び
か
け

動ど
う

で
あ
る
。
た
だ
し
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

は

興こ
う

道ど
う

社し
ゃ

が
や
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
吉き

っ

川か
わ

は
誤ご

認に
ん

逮た
い

捕ほ

で
あ

っ
た
。
が
、
そ
の
時じ

点て
ん

で
は
、

興こ
う

道ど
う

社し
ゃ

の
犯は

ん

罪ざ
い

と
さ
れ
て
い

た
。

　

同ど
う

時じ

期き

、
コ
チ
ア
は
薄は

っ

荷か

生せ
い

産さ
ん

者し
ゃ

の
た
め
に
、
抽

ち
ゅ
う

出
し
ゅ
つ

油あ
ぶ
らの

精せ
い

製せ
い

工こ
う

場じ
ょ
うを

建け
ん

設せ
つ

中ち
ゅ
うで

あ
っ
た
。
薄は

っ
か荷

を
生せ

い

産さ
ん

す
る

組く
み

合あ
い

員い
ん

の
要よ

う

望ぼ
う

に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
他ほ

か

の
薄は

っ

荷か

生せ
い

産さ
ん

者し
ゃ

を
組く

み

合あ
い

に
加か

入に
ゅ
うさ

せ
る

意い

図と

も
あ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
の
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

が
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

さ
れ

た
の
で
あ
る
。
無む

論ろ
ん

、
下し

も

元も
と

は
激げ

き

怒ど

し
た
。
そ
の
感か

ん

情じ
ょ
うが

後の
ち

々の
ち

ま
で
尾お

を
引ひ

い
た
形け

い

跡せ
き

が
あ
る
。
彼か

れ

も
ま
た
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

犯は
ん

は
興こ

う

道ど
う

社し
ゃ

で
あ
る
と
思お

も

い
込こ

ん
で
い
た
。

　

１
９
４
５
年ね

ん

８
月が

つ

１
５

日に
ち

、
戦せ

ん

争そ
う

が
終お

わ
っ
た
。

　

戦せ
ん

時じ

中ち
ゅ
う、

日に

本ほ
ん

で
も
ブ
ラ

ジ
ル
の
邦ほ

う

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

で
も
、
そ

の
日ひ

ま
で
１
０
０
％
近ち

か

く
の

人ひ
と

が
、
祖そ

国こ
く

の
最さ

い

終し
ゅ
う

勝し
ょ
う

利り

を
信し

ん

じ
て
い
た
。

　

た
だ
日に

本ほ
ん

で
は
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

と

同ど
う

時じ

に
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

流な
が

れ
た

た
め
、
ご
く
短た

ん

期き

間か
ん

で
総す

べ

て

の
国こ

く

民み
ん

が
、
呆ぼ

う

然ぜ
ん

た
る
中な

か

に

も
敗は

い

戦せ
ん

を
受う

け
入い

れ
た
。

　

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
不ふ

足そ
く

し
た
。
し
か
も
偽に

せ

の

戦せ
ん

勝し
ょ
う

報ほ
う

が
日に

本ほ
ん

語ご

の
ラ
ジ
オ

放ほ
う

送そ
う

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
流な

が

さ

れ
た
。
ポ
語ご

の
ラ
ジ
オ
や
新し

ん

聞ぶ
ん

は
日に

本ほ
ん

の
敗は

い

戦せ
ん

を
報ほ

う

じ
て

い
た
が
、
誰だ

れ

も
信し

ん

じ
な
か
っ

た
。
絶ぜ

っ

対た
い

に
あ
り
得え

な
い
こ

と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
祖そ

国こ
く

の
最さ

い

終し
ゅ
う

勝し
ょ
う

利り

を

信し
ん

じ
た
ま
ま
で
い
た
。

　

し
か
し
敗は

い

戦せ
ん

を
認み

と

め
る
側が

わ

へ
転て

ん

じ
る
人ひ

と

が
少す

こ

し
づ
つ
現

あ
ら
わ

コロナショックで経
けい

済
ざい

的
てき

大
だい

打
だ

撃
げき

（２０）

希
き

望
ぼう

の家
いえ

で１８年
ねん

に開
かい

催
さい

した第
だい

４０回
かい

緑
みどり

の祭
さい

典
てん

の様
よう

子
す

□
コ
ロ
ナ
禍か

緊き
ん

急き
ゅ
う

日に
っ

誌し

□

（２）２０２０年 第５４７８号	 ４月	３０日	（木曜日）

が
増ふ

え
る
中な

か

、
恐お

そ

れ
て
い
た

外が
い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

派は

遣け
ん

切ぎ

り
が

増ふ

え
て
き
た
と
日に

本ほ
ん

の
新し

ん

聞ぶ
ん

が
報ほ

う

じ
て
い
る
。

　

車く
る
ま

の
需じ

ゅ

要よ
う

が
落お

ち
込こ

み
、

災さ
い

禍か

の
影え

い

響き
ょ
うに

よ
り
、
日に

本ほ
ん

で
も
休

き
ゅ
う

業ぎ
ょ
うや

倒と
う

産さ
ん

す
る
会か

い

社し
ゃ

ナ
感か

ん

染せ
ん

の
第だ

い

二に

の
波な

み

は
失し

つ

業
ぎ
ょ
う

の
波な

み

」
の
言こ

と

葉ば

に
続つ

づ

く
冒ぼ

う

頭と
う

の
弁べ

ん

は
、
多お

お

く
の
人ひ

と

に
失し

つ

望ぼ
う

感か
ん

も
与あ

た

え
た
。
パ
ン
を
得え

る

た
め
に
出で

か
け
て
命い

の
ち

を
失う

し
な

え

ば
何な

に

に
な
る
の
か
。

　

集
し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
壁か

べ

を
作つ

く

る
意い

味み

な
ら
、「
国こ

く

民み
ん

の
７
割わ

り

の
感か

ん

染せ
ん

容よ
う

認に
ん

説せ
つ

」
は
わ
か
ら
な
く

は
な
い
。
だ
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
の

流り
ゅ
う

行こ
う

開か
い

始し

後ご

、
思お

も

い
切き

っ
た

社し
ゃ

会か
い

隔か
く

離り

措そ

置ち

を
敷し

い
た
ベ

ト
ナ
ム
は
、
死し

者し
ゃ

ゼ
ロ
の
ま

ま
、
２
２
日に

ち

に
規き

制せ
い

緩か
ん

和わ

を

発は
っ

表ぴ
ょ
う。

２
４
日に

ち

現げ
ん

在ざ
い

の
同ど

う

国こ
く

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
、
輸ゆ

入に
ゅ
う

型が
た

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
２
７
０
人に

ん

の
み
だ
。

　

周
し
ゅ
う

辺へ
ん

で
は
訪ほ

う

米べ
い

同ど
う

行こ
う

者し
ゃ

ら

２
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが

感か
ん

染せ
ん

し
て
も

本ほ
ん

人に
ん

だ
け
は
「
自じ

分ぶ
ん

は
陰い

ん

性せ
い

」

と
言い

い
張は

り
、
マ
ス
ク
も
せ

ず
出で

歩あ
る

き
、
平へ

い

気き

な
顔か

お

で
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うと

握あ
く

手し
ゅ

す
る
。「
コ
ロ
ナ
な

ん
て
軽か

る

い
風か

邪ぜ

」
と
の
言こ

と

葉ば

も
含ふ

く

め
、
本ほ

ん

当と
う

は
感か

ん

染せ
ん

し
た

が
軽か

る

く
済す

み
、
免め

ん

疫え
き

が
出で

来き

た
と
安あ

ん

心し
ん

し
て
出で

歩あ
る

い
て
い
る

の
か
と
勘か

ん

繰ぐ

り
た
く
な
る
の

は
コ
ラ
ム
子し

の
み
？

　

実じ
つ

は
同ど

う

日じ
つ

、
マ
イ
ス
・
メ

ジ
コ
ス
参さ

ん

加か

者し
ゃ

で
ミ
ナ
ス
州

し
ゅ
う

に
残の

こ

っ
た
キ
ュ
ー
バ
人じ

ん

医い

師し

１
５
０
人に

ん

が
、「
エ
ボ
ラ
熱ね

つ

そ

の
他ほ

か

の
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

流り
ゅ
う

行こ
う

時じ

の
体た

い

験け
ん

を
生い

か
し
て
手て

伝つ
だ

い
た

い
」
と
の
手て

紙が
み

を
同ど

う

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
送お

く
っ
た
。
前ぜ

ん

日じ
つ

に
は
パ
ラ
ー

州し
ゅ
う

在ざ
い

住じ
ゅ
うの

キ
ュ
ー
バ
人じ

ん

医い

師し

８
６
人に

ん

が
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

と
契け

い

約や
く

し
て
現げ

ん

場ば

に
戻も

ど
っ
た
。

　

現げ
ん

状じ
ょ
うを

見み

て
居い

て
も
た
っ

て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
外が

い

国こ
く

人じ
ん

医い

師し

と
、
国こ

く

民み
ん

を
危き

険け
ん

に

晒さ
ら

す
行こ

う

為い

を
繰く

り
返か

え

す
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う。

ト
ラ
ン
プ
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うも

対た
い

伯は
く

航こ
う

空く
う

便び
ん

の
運う

ん

航こ
う

停て
い

止し

を

口く
ち

に
し
始は

じ

め
る
程ほ

ど

、
伯は

っ

国こ
く

の

状じ
ょ
う

態た
い

は
悪あ

っ

化か

し
て
い
る
。
そ

ん
な
実じ

つ

情じ
ょ
うを

見み

よ
う
と
も
し

な
い
姿す

が
た

に
、
コ
ラ
ム
子し

は
哀あ

わ

れ
み
す
ら
覚お

ぼ

え
る
。　　
（
み
）

樹   

海

か
ら
「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
死し

者し
ゃ

が
５
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え
た
が
」
と

深し
ん

刻こ
く

な
事じ

態た
い

に
関か

ん

す
る
コ
メ

ン
ト
を
求も

と

め
ら
れ
た
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは

、「
そ
れ
で
？

（E d
aí?

）　

現げ
ん

状じ
ょ
うは

嘆な
げ

か

わ
し
い
が
、
私わ

た
し

に
何な

に

を
し
ろ

と
い
う
ん
だ
？　

私わ
た
し

は
メ
シ

ア
だ
が
奇き

跡せ
き

は
起お

こ
せ
な
い
」

と
答こ

た

え
、
警け

い

備び

員い
ん

の
笑わ

ら

い
を

誘さ
そ

っ
た
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの

ミ
ド
ル

ネ
ー
ム
は
「
メ
シ
ア
ス
」
だ
。

　

確た
し

か
に
そ
の
後ご

、「
現げ

ん

状じ
ょ
うを

嘆な
げ

い
て
い
る
。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
す
る
家か

族ぞ
く

を
亡な

く
し
た

人ひ
と

達た
ち

に
お
悔く

や
み
を
申も

う

し
上あ

げ
る
」
と
語か

た

っ
た
が
、「
コ
ロ

じ
ゅ
　
　
か
い

あ
る
作さ

業ぎ
ょ
う

場じ
ょ
うが

荒あ

ら
さ
れ
、

破は

壊か
い

さ
れ
た
。

　

襲
し
ゅ
う

撃げ
き

犯は
ん

と
し
て
、
利り

敵て
き

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

自じ

粛し
ゅ
く

運う
ん

動ど
う

と
い
う
も
の

を
し
て
い
た
興こ

う

道ど
う

社し
ゃ

と
い
う

団だ
ん

体た
い

に
嫌け

ん

疑ぎ

が
か
か
り
、
そ

の
社し

ゃ

長ち
ょ
うで

日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

の
退た

い

役え
き

中ち
ゅ
う

佐さ

、
吉き

っ

川か
わ

順じ
ゅ
ん

治じ

が
州し

ゅ
う

の

Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
（
政せ

い

治じ

社し
ゃ

会か
い

保ほ

安あ
ん

警け
い

察さ
つ

）
に
逮た

い

捕ほ

さ
れ
拘こ

う

留
り
ゅ
う

　

右み
ぎ

の
騒そ

う

乱ら
ん

は
、
実じ

つ

は
、
そ

の
前ぜ

ん

哨し
ょ
う

戦せ
ん

の
様よ

う

な
も
の
が
、

戦せ
ん

時じ

中ち
ゅ
うに

始は
じ

ま
っ
て
い
た
。

１
９
４
３
年ね

ん

か
ら
地ち

方ほ
う

の
邦ほ

う

人じ
ん

農の
う

家か

が
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

さ
れ
る
と
い

う
事じ

件け
ん

が
頻ひ

ん

発ぱ
つ

し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

各か
く

地ち

で
養よ

う

蚕さ
ん

舎し
ゃ

が
焼や

き
討う

ち
さ
れ
た
り
、
薄は

っ

荷か

畑ば
た
けや

そ

の
油あ

ぶ
らの

抽
ち
ゅ
う

出し
ゅ
つ

機き

具ぐ

が
置お

い
て

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
悪あ

く

夢む

再さ
い

来ら
い

か
―
―
。
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

「臣
しん

道
どう

聯
れん

盟
めい

のテロリストを予
よ

防
ぼう

拘
こう

禁
きん

」と報
ほう

じる1946 年
ねん

5 月
がつ

14 日
か

付
づけ

ノイテ紙
し

相あ
い

次つ

ぐ
デ
カ
セ
ギ
伯は

く

人じ
ん

解か
い

雇こ

日に

本ほ
ん

メ
ディ
ア
が
続ぞ

く

々ぞ
く

と
報ほ

う

道ど
う

る
。

　
　
　
　
　

◎

　

有ゆ
う

名め
い

な
航こ

う

空く
う

券け
ん

販は
ん

売ば
い

サ
イ

ト
（https://w

w
w

.de-
co

lar.co
m

/

）
で
調し

ら

べ
て

み
た
ら
、
５
月が

つ

に
サ
ン
パ
ウ
ロ

／
成な

り

田た

を
往お

う

復ふ
く

す
る
航こ

う

空く
う

券け
ん

を
買か

う
と
、
ほ
ぼ
１
万ま

ん

レ
ア

ル
以い

上じ
ょ
う。

通つ
う

常じ
ょ
うの

３
倍ば

い

だ
が
、

世せ

界か
い

の
航こ

う

空く
う

便び
ん

総そ
う

数す
う

が
１
０

分ぶ
ん

の
１
に
な
っ
て
い
る
と
の
報ほ

う

道ど
う

も
あ
っ
た
か
ら
、
仕し

方か
た

な

い
か
。
た
だ
し
日に

本ほ
ん

に
到と

う

着
ち
ゃ
く

し
た
後の

ち

、
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
、

到と
う

着ち
ゃ
くし

た
都と

市し

で
自じ

主し
ゅ

隔か
く

離り

２
週

し
ゅ
う

間か
ん

を
、
自じ

己こ

負ふ

担た
ん

で
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
…
。

早は
や

く
こ
れ
が
終お

わ
っ
て
く
れ
な

い
と
、
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

復ふ
っ

活か
つ

な
ど

夢ゆ
め

の
ま
た
夢ゆ

め

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

本ほ
ん

紙し

の
高た

か

木ぎ

ラ
ウ
ル
社し

ゃ

長ち
ょ
う

に
よ
れ
ば
「
５
月が

つ

５

日か

付づ
け

（
火か

）
か
ら
印い

ん

刷さ
つ

版ば
ん

を
復ふ

っ

活か
つ

さ
せ
る
つ
も
り

だ
」
と
い
う
。
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

に
は
連れ

ん

日じ
つ

、
読ど

く

者し
ゃ

か
ら
「

自じ

分ぶ
ん

は
も
う
８
０
歳さ

い

だ
か
ら
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ん
か
や
ら

な
い
。
早は

や

く
紙か

み

の
新し

ん

聞ぶ
ん

に
戻も

ど

コロナ災
さい

禍
か

　

世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うい

づ
の
め
教

き
ょ
う

団だ
ん

（
静し

ず

岡お
か

県け
ん

熱あ
た
み海

市し

所し
ょ

在ざ
い

）

の
理り

事じ

長ち
ょ
う、

小こ

林ば
や
し

昌ま
さ

義よ
し

氏し

が
２
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

６
時じ

５
５
分ぷ

ん

（
日に

本ほ
ん

時じ

間か
ん

）
に
自じ

宅た
く

で
亡な

く

な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

７
７
。
告こ

く

別べ
つ

式し
き

は
５
月が

つ

２
日か

。
葬そ

う

儀ぎ

は
救

き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

式し
き

で
行お

こ
な

わ
れ
、
遺い

族ぞ
く

の

し
て
、
配は

い

達た
つ

し
て
く
れ
」
と

い
う
電で

ん

話わ

が
入は

い

っ
て
く
る
。

無ぶ

事じ

に
印い

ん

刷さ
つ

版ば
ん

が
再さ

い

開か
い

さ
れ

れ
ば
、
首く

び

を
長な

が

く
し
て
待ま

っ

て
く
れ
て
い
る
読ど

く

者し
ゃ

の
手て

に

よ
う
や
く
届と

ど

く
こ
と
に
な
る
。

そ
し
た
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版ば

ん

メ
ー

ル
送そ

う

付ふ

を
辞や

め
る
こ
と
に
な

る
。
忘わ

す

れ
な
い
よ
う
に
、
今い

ま

か
ら
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

メ
ル
マ

ガ
【
無む

料り
ょ
う

朝ち
ょ
う

刊か
ん

サ
ー
ビ
ス

登と
う

録ろ
く

】（h
ttp

s://w
w

w
.

n
ikkeysh

im
b

u
n

.jp
/

m
ailm

ag
azin

e

）
へ
の

登と
う

録ろ
く

を
お
願ね

が

い
し
た
い
。

小こ

林ば
や
し

昌ま
さ

義よ
し

氏し

小こ

林ば
や
し

昌ま
さ

義よ
し

氏し

世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

い
づ
の
め

教き
ょ
う

団だ
ん

　
理り

事じ

長ち
ょ
う

か
ら
続ぞ

く

々ぞ
く

と
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
や

っ
て
き
た
。

　
こ
こ
を
足あ

し

場ば

に
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
得え

、

サ
ン
ト
ス
港こ

う

へ
下く

だ

り
艦か

ん

隊た
い

を

迎む
か

え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
彼か

れ

ら

は
街が

い

路ろ

を
異い

様よ
う

な
空く

う

気き

を
発は

っ

散さ
ん

さ
せ
な
が
ら
行ゆ

き
来き

し
た
。

こ
れ
が
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

の
不ふ

審し
ん

と

警け
い

戒か
い

を
買か

い
、
警け

い

察さ
つ

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

自じ

身し
ん

に
よ
る
解か

い

決け
つ

を
要よ

う

求
き
ゅ
う

す
る
―
―
と
い
う
事じ

態た
い

に
な
っ

た
。

　

そ
の
中な

か

で
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

の
臣し

ん

道ど
う

聯れ
ん

盟め
い

が
、
艦か

ん

隊た
い

の
歓か

ん

迎げ
い

準じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
い
た
。
興こ

う

道ど
う

社し
ゃ

が

終し
ゅ
う

戦せ
ん

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

、
改か

い

称し
ょ
うし

た
団だ

ん

体た
い

で
あ
る
。

　

憂ゆ
う

慮り
ょ

し
た
敗は

い

戦せ
ん

派は

の
有ゆ

う

志し

人じ
ん

や
企き

業ぎ
ょ
うの

寄き

付ふ

、
Ｎ
Ｆ
Ｐ

制せ
い

度ど

に
よ
る
寄き

付ふ

、
イ
ベ
ン

ト
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うに

よ
り
経け

い

営え
い

を
維い

持じ

し
て
い
る
。「
昨さ

く

年ね
ん

は
イ
ベ
ン

ト
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うや

Ｎ
Ｆ
Ｐ
に
よ
る
寄き

付ふ

で
２
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが

確か
く

保ほ

で
き
て
い
ま
し
た
。

経け
い

営え
い

維い

持じ

の
た
め
の
必ひ

つ

要よ
う

最さ
い

低て
い

額が
く

で
す
」
と
会か

い

長ち
ょ
うは

説せ
つ

明め
い

し
た
。

　

す
で
に
「
慈じ

善ぜ
ん

お
茶ち

ゃ

会か
い

」
や

休き
ゅ
う（

４
月が

つ

２
６
日に

ち

か
ら
５
月が

つ

１
０
日か

ま
で
）
を
ま
た
い
で
、

国こ
く

内な
い

工こ
う

場じ
ょ
う

操そ
う

業ぎ
ょ
うを

一い
ち

時じ

停て
い

止し

　

２
８
日に

ち

夜よ
る

、
伯は

く

字じ

紙し

記き

者し
ゃ

「
そ
れ
で
？
」
と
答こ

た

え
た
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

（
２
８
日に

ち

付づ
け

Ｇ
１
サ
イ
ト
の

記き

事じ

の
一い

ち

部ぶ

）

た
ち
が
、
対た

い

策さ
く

を
練ね

る
べ
く

１
９
４
５
年ね

ん

９
月が

つ

、
市し

内な
い

の

常と
き
わ盤

ホ
テ
ル
で
集

し
ゅ
う

会か
い

を
開ひ

ら

い

た
。
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

に
も
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
た
。
集

し
ゅ
う

会か
い

に
は
百

ひ
ゃ
く

余よ

名め
い

が
参さ

ん

加か

、
戦せ

ん

前ぜ
ん

に
邦ほ

う

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

で
あ
っ
た
数す

う

人に
ん

が
私し

見け
ん

を
述の

べ
た
。
彼か

れ

ら
は

敗は
い

戦せ
ん

派は

で
あ
っ
た
。

　

下し
も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

も
一い

っ

席せ
き

ぶ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

へ
の
〃

弾だ
ん

圧あ
つ

的て
き

言げ
ん

辞じ

〃
を
吐は

き
「
俺お

れ

の
首く

び

を
か
け
る
」「
腹は

ら

を
切き

る
」

な
ど
の
異い

常じ
ょ
う、

感か
ん

情じ
ょ
う

的て
き

な
語ご

句く

を
口く

ち

に
し
た
。
こ
れ
で
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

の
反は

ん

感か
ん

を
惹

じ
ゃ
っ

起き

し
て
し

ま
っ
た
。

　

こ
の
話は

な
し

は
香か

山や
ま

六ろ
く

郎ろ
う

著ち
ょ

の

希き

望ぼ
う

に
よ
り
家か

族ぞ
く

葬そ
う

と
な
る
。

　

小こ

林ば
や
し

氏し

は
両

り
ょ
う

親し
ん

が
信し

ん

徒と

で
、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

の
時と

き

に
入

に
ゅ
う

信し
ん

し

た
。
母は

は

親お
や

は
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

に

熱ね
っ

心し
ん

で
、
父ち

ち

親お
や

は
そ
れ
を
支さ

さ

え
た
。
そ
の
姿す

が
たに

触
し
ょ
く

発は
つ

さ
れ
、

早わ

稲せ

田だ

大だ
い

学が
く

の
経け

い

済ざ
い

学が
く

部ぶ

を

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
２
６
歳さ

い

で
教

き
ょ
う

団だ
ん

に
生

し
ょ
う
 
が
い

涯
を
捧さ

さ

げ
る
こ
と
を
決け

つ

意い

。
　

寛か
ん

容よ
う

か
つ
紳し

ん

士し

的て
き

な
態た

い

度ど

で
知し

ら
れ
、
常つ

ね

に
信し

ん

徒と

の
声こ

え

に
耳み

み

を
傾か

た
む

け
る
姿し

勢せ
い

を
貫つ

ら
ぬ

き

な
が
ら
、
教

き
ょ
う

団だ
ん

内な
い

の
要よ

う

職し
ょ
くを

歴れ
き

任に
ん

し
た
。
渡わ

た

辺な
べ

哲て
つ

男お

前ぜ
ん

理り

事じ

長ち
ょ
う（

２
０
１
３
年ね

ん

１
０
月が

つ

逝せ
い

去き
ょ

）
の
信し

ん

が
厚あ

つ

く
、
そ
の

秘ひ

書し
ょ

室し
つ

長ち
ょ
うを

１
０
年ね

ん

務つ
と

め
、

後あ
と

を
継つ

い
だ
。

　

国こ
く

際さ
い

部ぶ

長ち
ょ
うを

務つ
と

め
て
い
た

時じ

代だ
い

に
は
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うを

飛と

び
回ま

わ

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
５
、６
回か

い

来き

て
い
た
親し

ん

伯ぱ
く

派は

。
最さ

い

後ご

と

な
っ
た
２
０
１
６
年ね

ん

４
月が

つ

末ま
つ

の
訪ほ

う

伯は
く

で
は
グ
ァ
ラ
ピ
ラ
ン
ガ

聖せ
い

地ち

の
月つ

き

次な
め

祭さ
い

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

６
月が

つ

に
本ほ

ん

紙し

が
企き

画か
く

し
た
「
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うブ

ラ
ジ

ル
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

竣し
ゅ
ん

工こ
う

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
特と

く

集し
ゅ
うに

も
、
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
寄よ

せ
て
い
た
。

『
移い

民み
ん

四よ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

史し

』
に
出で

て
く
る
が
、
〃
弾だ

ん

圧あ
つ

的て
き

言げ
ん

辞じ

〃
の
内な

い

容よ
う

は
記し

る

し
て
い
な
い
。

遥は
る

か
な
後こ

う

年ね
ん

、
筆ひ

っ

者し
ゃ

が
耳み

み

に

し
た
処と

こ
ろ

に
よ
る
と
、
下し

も

元も
と

は

「（
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

の
強

き
ょ
う

硬こ
う

分ぶ
ん

子し

を
）

抑お
さ

え
る
た
め
、
警け

い

察さ
つ

を
動う

ご

か

す
。
数か

ず

は
多お

お

く
な
る
が
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
うは

コ
チ
ア
が
持も

つ
。
そ
う

す
れ
ば
警け

い

察さ
つ

は
動う

ご

く
」
と
言い

っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
会か

い

場じ
ょ
うに

戦せ
ん

勝
し
ょ
う

派は

が
少す

く

な
か
ら
ず
居お

っ
て
、

そ
れ
が
外が

い

部ぶ

に
筒つ

つ

抜ぬ

け
に
な

り
、広ひ

ろ

く
伝つ

た

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

下し
も

元も
と

は
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

が
居い

る
こ
と

を
知し

ら
ず
、
敗は

い

戦せ
ん

派は

だ
け
の

集あ
つ

ま
り
と
勘か

ん

違ち
が

い
し
て
い
た
の

れ
、
そ
の
比ひ

率り
つ

は
増ふ

え
て
行い

っ

た
。

　

な
お
、
こ
の
「
勝

し
ょ
う

利り

を
信し

ん

じ
た
ま
ま
の
人ひ

と

」「
敗は

い

戦せ
ん

を
認み

と

め
る
よ
う
に
な
っ
た
人ひ

と

」に
は
、

後あ
と

に
幾い

く

つ
か
の
呼こ

称し
ょ
うが

生う

ま

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
取と

り
敢あ

え
ず
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

、
敗は

い

戦せ
ん

派は

と
い

う
言こ

と

葉ば

を
使し

用よ
う

す
る
（
勝か

ち

組ぐ
み

・
負ま

け
組ぐ

み

は
、
後こ

う

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

か
ら
来き

た
人に

ん

間げ
ん

が
つ
け
た

呼こ

称し
ょ
うで

あ
る
）。

不ふ

用よ
う

意い

な
発は

つ

言げ
ん

　

同ど
う

時じ

期き

、
奇き

怪か
い

な
変へ

ん

事じ

が

種し
ゅ

々じ
ゅ

、
発は

っ

生せ
い

し
た
。
そ
の
一ひ

とつ

に
「
日に

本ほ
ん

海か
い

軍ぐ
ん

の
艦か

ん

隊た
い

が
近ち

か

to
@

k
ib

o
n

o
ie

.o
rg

.
b

r 

電で
ん

話わ/

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ

＝
１
１
・
５
５
４
９
・
２
６ 

９
５
）。
ネ
ッ
ト
か
ら
の
寄き

付ふ

は
サ
イ
ト
（h

ttp
s://

kibonoie.doareacao.
co

m
.b

r/

）
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
デ
イ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
、銀ぎ

ん

行こ
う

支し

払は
ら

い
伝で

ん

票ぴ
ょ
う（

Ｂ

「
ソ
リ
ダ
リ
オ
（
連れ

ん

帯た
い

）
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

」
な
ど
の
４
行

ぎ
ょ
う

事じ

の
延え

ん

期き

が
決け

っ

定て
い

さ
れ
て
お
り
、
下し

も

半は
ん

期き

の
イ
ベ
ン
ト
も
開か

い

催さ
い

が

危あ
や

ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

下か

に
入は

い

っ
た
こ
と

で
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

家か

族ぞ
く

の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが

不ふ

安あ
ん

定て
い

に
な
り
、
定て

い

期き

的て
き

な
寄き

付ふ

が
減げ

ん

少し
ょ
うし

た
う
え
、
聖せ

い

市し

事じ

務む

所し
ょ

が
業

ぎ
ょ
う

務む

停て
い

止し

し
た
た

め
、
Ｎ
Ｆ
Ｐ
の
還か

ん

付ぷ

金き
ん

も
減げ

ん

少し
ょ
うし

て
い
る
と
言い

う
。

　

様さ
ま

々ざ
ま

な
事じ

象し
ょ
うが

重か
さ

な
り
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
深し

ん

刻こ
く

な
状

じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ

た
現げ

ん

状じ
ょ
うを

打だ

破は

す
る
た
め
、

下し
も

元も
と

理り

事じ

長ち
ょ
うは

「
私わ

た
し

た
ち
の

出で

来き

う
る
、
あ
ら
ゆ
る
方ほ

う

法ほ
う

で
寄き

付ふ

や
支し

援え
ん

を
募つ

の

っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

」
と
訴

う
っ
た

え
た
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

所し
ょ

（
メ
ー
ル
＝co

n
ta 

す
る
異い

常じ
ょ
うな

事じ

態た
い

と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
中な

か

、
東と

う

京き
ょ
う

新し
ん

聞ぶ
ん

は
４
月が

つ

２
０
日か

付づ

け
電で

ん

子し

版ば
ん

で
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

、
コ
ロ
ナ
解か

い

雇こ

急き
ゅ
う

増ぞ
う

／
住す

ま
い
も
失う

し
な

い
／

行ゆ

き
場ば

な
く
困こ

ん

窮き
ゅ
う」

と
い
う

記き

事じ

を
報ほ

う

じ
た
。
愛あ

い

知ち

県け
ん

清き
よ

須す

市し

の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

部ぶ

品ひ
ん

工こ
う

場
じ
ょ
う

に
派は

遣け
ん

さ
れ
て
い
た
日に

っ

系け
い

ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
中な

か

尾お

カ
オ
リ
さ

ん
（
３
８
）
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
で
の
減げ

ん

産さ
ん

を
理り

由ゆ
う

に
、
本ほ

ん

年ね
ん

末ま
つ

に
合あ

わ
せ
る
よ
う
に
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
解か

い

雇こ

を
通つ

う

告こ
く

さ
れ
た
。

会か
い

社し
ゃ

側が
わ

か
ら
は
「
電で

ん

気き

や
ガ

ス
も
止と

め
る
」
と
言い

わ
れ
、

会か
い

社し
ゃ

の
借か

り
上あ

げ
住

じ
ゅ
う

宅た
く

か
ら

の
退た

い

去き
ょ

も
迫せ

ま

ら
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

さ
ら
に
同ど

う

紙し

で
、
相そ

う

談だ
ん

を

受う

け
た
ユ
ニ
オ
ン
み
え
（
津つ

市し

）
の
神じ

ん

部ぶ

紅あ
か
い

書し
ょ

記き

長
ち
ょ
う

は
、『
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
関か

ん

連れ
ん

の

労ろ
う

働ど
う

相そ
う

談だ
ん

が
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
派は

遣け
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

か
ら
の
相そ

う

談だ
ん

が
突と

っ

出し
ゅ
つし

て
い
る
』
と
語か

た

る
。
３
月が

つ

以い

降こ
う

こ
れ
ま
で
に

３
０
０
件け

ん

程ほ
ど

の
相そ

う

談だ
ん

が
あ
り
、

４
月が

つ

は
さ
ら
に
増ふ

え
て
い
る

と
語か

た
っ
て
い
る
。

　

ま
た
中

ち
ゅ
う

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

３
月が

つ

２
３

日に
ち

付づ

け
電で

ん

子し

版ば
ん

で
は
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

磐い
わ

田た

市し

の
会か

い

社し
ゃ

で
、
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

を
含ふ

く

む
派は

遣け
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

４
０
人に

ん

が
一い

っ

斉せ
い

解か
い

雇こ

さ
れ
た

と
い
う
事じ

例れ
い

も
報ほ

う

じ
ら
れ
て

い
る
。

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

の
３
割わ

り

は

製せ
い

造ぞ
う

業ぎ
ょ
うに

携た
ず
さ

わ
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
中な

か

で
、
今こ

ん

回か
い

の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

製せ
い

造ぞ
う

工こ
う

場じ
ょ
う

一い
ち

時じ

停て
い

止し

は
、

デ
カ
セ
ギ
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で

に
な
い
危き

機き

的て
き

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに

な
っ

て
き
た
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
不ふ

況き
ょ
うに

よ
り
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
の
時と

き

以い

上
じ
ょ
う

に
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

へ
し
わ
寄よ

せ
が
集あ

つ

ま
る
事じ

態た
い

に
な
ら
な

い
か
―
―
予よ

断だ
ん

を
許ゆ

る

さ
な
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに

な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

か
も
し
れ
な
い
。
不ふ

用よ
う

意い

な

発は
つ

言げ
ん

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
が
先さ

き

に
記し

る

し
た
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

建け
ん

設せ
つ

計け
い

画か
く

蹉さ

跌て
つ

の
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

に
な
る
。　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

く
や
っ
て

く
る
。
同ど

う

胞ほ
う

を
祖そ

国こ
く

に
迎む

か

え
る

た
め
、
政せ

い

府ふ

が
派は

遣け
ん

し
た
使し

節せ
つ

が
乗の

っ
て
い

る
」
と
い

う
流

り
ゅ
う

言げ
ん

飛ひ

語ご

が
あ
っ

た
。
か
な

り
広こ

う

範は
ん

囲い

に
広ひ

ろ

ま
っ

た
よ
う
で
、

こ
れ
を
信し

ん

じ
た
邦ほ

う

人じ
ん

が
、
地ち

方ほ
う

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
）
で
決け

っ

済さ
い

で
き

る
。

　

Ｎ
Ｆ
Ｐ
制せ

い

度ど

を
利り

用よ
う

し

た
還か

ん

付ぷ

金き
ん

寄き

付ふ

に
つ
い
て
の

詳し
ょ
う

細さ
い

は
以い

下か

サ
イ
ト
（
サ

イ
ト
＝h

ttp
s

：//b
it.

ly
/n

fk
ib

o

、
メ
ー
ル
＝

partnerships2
@

kibo 
noie.org.br

）
ま
で
。

日に

本ほ
ん

の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

メ
ー

カ
ー
８
社し

ゃ

す
べ
て
が

大お
お

型が
た

連れ
ん



い
つ
も
の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
味あ

じ

わ
お
う
！

各か
く

店て
ん

工く

夫ふ
う

の
持も

ち
帰か

え

り
、
弁べ

ん

当と
う

で

浜
はま

長
ちょう

　ちらし寿
す

司
し

１２５レアル（上
うえ

）、ちらし寿
す

司
し

スペシャル１４０レアルと広
こう

告
こく

（３） ２０２０年第５４７８号 	 ４月	３０日	（木曜日）

一い
つ

幸こ
う

舎し
ゃ　

た
ん
た
ん
豚と

ん

骨こ
つ

ラ
ー
メ
ン
（
右

み
ぎ

上う
え

）
、
デ
リ
バ
リ
ー
ラ
ー
メ
ン
と
デ
リ
バ

リ
ー
広こ

う

告こ
く

（
下し

た

）

外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

中
ちゅう

ニ
ッ
ケ
イ
パ
レ
セ
レ
ス
ト
ラ
ン　

焼や

き
飯め

し

・
焼や

き

そ
ば
と
広こ

う

告こ
く

ラーメン和
かず

　全
ぜん

商
しょう

品
ひん

をｉＦｏｏｄで提
てい

供
きょう

中
ちゅう

　

ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
（
検け

ん

疫え
き

）
で
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

の
最さ

中な
か

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
日に

っ

系け
い

レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
、
ヴ
ィ
ア
ー

ジ
（
持も

ち
帰か

え

り
）
を
行お

こ
な
う
店て

ん

舗ぽ

が
増ふ

え
て
き
た
。
主お

も

な
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

店て
ん

の
持も

ち
帰か

え

り
サ
ー
ビ

ス
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

（
１
）
居い

酒ざ
か

屋や

「
一い

っ

茶さ

」
の

「
原は

ら

口ぐ
ち

さ
ん
の
お
弁べ

ん

当と
う

」
は

魚さ
か
な

弁べ
ん

当と
う

、
焼や

き
う
ど
ん
、

７
・４
９
１
０
、住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
ua 

B
a

ra
o d

e Ig
u

a
p

e, 
8

9
, Liberdade

）

（
２
）
博は

か

多た

豚と
ん

骨こ
つ

「
一い

つ

幸こ
う

舎し
ゃ

」

の
宅た

く

配は
い

ラ
ー
メ
ン
は
、
麺め

ん

が

伸の

び
な
い
よ
う
ス
ー
プ
は
専せ

ん

用よ
う

カ
ッ
プ
入は

い

れ
、
麺め

ん

と
分わ

け

て
配は

い

達た
つ

し
て
い
る
。
お
店み

せ

で

食た

べ
る
の
と
変か

わ
ら
な
い
味あ

じ

が
楽た

の

し
め
る
。

【
一い

つ

幸こ
う

舎し
ゃ

】
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ

＝
１
１
・
９
３
３
７
０
・
１ 

２
０
４
、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
u

a 
T

h
o

m
az G

o
n

zag
a, 

4
5

-E

）

（
３
）
既き

報ほ
う

の
通と

お

り
「
ニ
ッ
ケ

イ
パ
ラ
セ・レ
ス
ト
ラ
ン
」は
、

焼や

き
飯め

し

と
焼や

き
そ
ば
を
安あ

ん

価か

な
９
・
９
０
レ
ア
ル
で
提て

い

供
き
ょ
う

中ち
ゅ
う。
昼ひ

る

前ま
え

に
は
１
０
人に

ん

ほ
ど

の
列れ

つ

が
で
き
る
ほ
ど
大だ

い

人に
ん

気き

だ
。

【
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ
】
電で

ん

話わ=

１
１
・
３
２
０
７
・
８ 

生し
ょ
う

姜が

焼や

き
、
カ
ツ
カ
レ
ー
な

ど
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

の
計け

い

８
種し

ゅ

類る
い

。
し
か

も
３
５
レ
ア
ル
。
配は

い

達た
つ

な
し
、

店て
ん

頭と
う

で
の
手て

渡わ
た

し
の
み
。
購こ

う

入に
ゅ
う

者し
ゃ

の
代か

わ
り
に
バ
イ
ク
便び

ん

が
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
取と

り
に
来く

る
Ｒ
ａ

ｐ
ｐ
ｉ
も
受う

け
付つ

け
中ち

ゅ
う。

【
一い

っ

茶さ

】
電で

ん

話わ

＝
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
１
１
・ 

３
２
０
８
・
８ 

８
１
９
、１
１
・
９
７
６
７ 

５
１
１
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
１
１ 

・
３
５
４
０
・
０
６
９
８
、

住じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
u

a G
alvao 

B
u

en
o, 4

2
5

, Lib
er-

dade

）

（
４
）「
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

」
は
各か

く

弁べ
ん

当と
う

に
サ
ラ
ダ
、
お
か
ず
、
味み

噌そ

汁し
る

付つ

き
。
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
日に

本ほ
ん

式し
き

弁べ
ん

当と
う

だ
。
メ
ニ
ュ
ー
も
多た

彩さ
い

で
、
ほ
と
ん
ど
が
４
０
レ

ア
ル
。

【
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

】
電で

ん

話わ=

１
１ 

・
３
２
０
７
・
８ 

５
６
９
、

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
１
１
・ 

９
９ 

９
８
０
・
９
１ 

１
２
、
住

じ
ゅ
う

所し
ょR

ua Sao Joaquim
, 

3
9

4
, Liberdade

（
５
）居い

酒ざ
か

屋や

「
か
ぶ
ら
」も
、

揚あ

げ
鶏ど

り

の
味み

噌そ

ダ
レ
か
ら
鮭さ

け

マ
ヨ
丼ど

ん

ま
で
色い

ろ

と
り
ど
り
の

和わ

風ふ
う

弁べ
ん

当と
う

を
提て

い

供き
ょ
う

中ち
ゅ
う。

【
か
ぶ
ら
】
電で

ん

話わ=

１
１
・ 

３
２
７
７
・２
９
１
８
、
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
１
１
・
９
４
２
３ 

０
・４
７
１
５
、住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（R
ua 

G
alvao B

ueno, 3
4

6
, 

Liberdade

）

（
６
）「
鮨す

し

処ど
こ
ろ

浜は
ま

長ち
ょ
う」
は
、

色い
ろ

と
り
ど
り
の
海か

い

鮮せ
ん

ち
ら
し

寿ず

司し

丼ど
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
提て

い

供き
ょ
う

中ち
ゅ
う。

【
寿す

司し

処ど
こ
ろ

浜は
ま

長ち
ょ
う】
電で

ん

話わ

兼け
ん

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
＝
１
１ 

・
３ 

８
１
３
・
１
５
８
６
、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（A
v. P

ed
roso d

e M
o

rais, 3
9

3
, P

in
-

heiros, Sao Paulo

）

（
７
）「
お
も
い
で
酒さ

か

場ば

」
は
、

各か
く

メ
イ
ン
の
お
か
ず
を
選え

ら

ぶ

こ
と
が
で
き
る
弁べ

ん

当と
う

や
マ
グ

ロ
の
南な

ん

蛮ば
ん

漬づ

け
な
ど
の
一い

っ

品ぴ
ん

も
の
を
提て

い

供き
ょ
う

中ち
ゅ
う。

【
お
も
い
で
酒さ

か

場ば

】
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
３
４
５
９
・
３
２
９ 

２
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
１
１
・ 

９
５
６
７
４
・
１
３
５
２
、

住じ
ゅ
う

所し
ょ(R

ua Luis G
ois, 

1
5

7
4

)

（
８
）「
ラ
ー
メ
ン
和か

ず

」
は
全す

べ

て
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
ス
マ
ホ

の
ア
プ
リ
ｉ
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
で
提て

い

供き
ょ
うし
て
い
る
。
日ひ

替が

わ
り
で

特と
く

別べ
つ

価か

格か
く

商し
ょ
う

品ひ
ん

が
あ
る
と

の
こ
と
。

　

各か
く

店て
ん

舗ぽ

に
よ
っ
て
特と

く

色し
ょ
くが

あ
る
の
で
、
順

じ
ゅ
ん

繰ぐ

り
に
ク
ア

レ
ン
テ
ー
ナ
期き

間か
ん

に
ご
賞

し
ょ
う

味み

あ
れ
。

一い
っ

茶さ　

メ
ニ
ュ
ー
の
一

い
ち

覧ら
ん

と
連

れ
ん

絡ら
く

先さ
き

（
右み

ぎ

）
、
『
原

は
ら

口
ぐ
ち

さ
ん
の
お
弁

べ
ん

当と
う

』
（
左

ひ
だ
り

）
と
か
ら
揚あ

げ
カ
レ
ー
弁

べ
ん

当
と
う

か
ぶ
ら　

デ
リ
バ
リ
ー
弁べ

ん

当と
う

（
上う

え

）
、
味み

噌そ

ダ
レ
揚あ

げ
鶏ど

り

弁べ
ん

当と
う

（
右み

ぎ

）
と
デ
リ
バ
リ
ー
広こ

う

告こ
く

喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く　

ミ
ッ
ク
ス
フ
ラ
イ
弁べ

ん

当と
う

（
左

ひ
だ
り

上う
え

）
、
焼や

き
肉に

く

弁べ
ん

当と
う

（
左

ひ
だ
り

下し
た

）
と
デ
リ
バ
リ
ー

広こ
う

告こ
く

（
右み

ぎ

）

思お
も

い
出で

酒さ
か

場ば　

マ
グ
ロ

の
南な

ん

蛮ば
ん

漬づ

け
５
０
レ
ア

ル
（
右み

ぎ

）
と
デ
リ
バ
リ
ー

説せ
つ

明め
い

（
下し

た

）
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テレビ番
ばんぐみ

組案
あんない

内

【 問 い 合 わ せ 】（ 株 ） 日 本 国 際 放 送

ワ ー ル ド Ｔ Ｖ カ ス タ マ ー セ ン タ ー

◆ 電 話 :+81-3-5458-6601 ◆ FAX:+81-

3-5489-8401 ◆ E-Mail:premium-pr@

jibtv.com ◆住所 : 〒 150-0042 東京都

渋谷区宇田川町 7-13 第 2 共同ビル 5F

◆ http://www.nhkworldpremium.com/

☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
か

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
か

（日
にち

）から

	 5	 9	

「みずほ銀行システム統合、苦闘の１９年史」（共同）

「
憲
法
９
条
は
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
対
外
的
な

ル
ー
ル
で
あ
っ
て
、
道
徳
規
範
で
は
な
い
」
と
話
す

苅
部
直
さ
ん
（
共
同
）

国
際
社
会
で
の
行
動
原
則
を

☆よるドラ　いいね！光
ひかる

源
げん

氏
じ

くん☆
第
だい

六
ろく

絵
え

巻
まき

「ないすとぅみーちゅー？」
土

ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

11:30
　光

ひかる

（千
ち

葉
ば

雄
ゆう

大
だい

）は詩
し

織
おり

（入
いり

山
やま

杏
あん

奈
な

）に、沙
さ

織
おり

（伊
い

藤
とう

沙
さ

莉
いり

）が婚
こん

活
かつ

パーティから帰
かえ

った夜
よる

に泣
な

い
たことを話

はな

す。女
おんな

は話
はなし

を誰
だれ

かに聞
き

いてもらいた
い生

い

き物
もの

だと教
おし

えられ、沙
さ

織
おり

の話
はなし

を聞
き

こうとす
る光

ひかる

。沙
さ

織
おり

は詩
し

織
おり

の入
い

れ知
ぢ

恵
え

だとわかりつつも
うれしくなる。数

すう

日
じつ

後
ご

、カイン（神
かみ

尾
お

楓
ふう

珠
じゅ

）の
ところでパーティがあり、光

ひかる

と沙
さ

織
おり

は久
ひさ

しぶり
に中

ちゅう

将
じょう

（桐
きり

山
やま

漣
れん

）と顔
かお

を合
あ

わせるが、沙
さ

織
おり

が中
ちゅう

将
じょう

と仲
なか

睦
むつ

まじくしているのを見
み

て、光
ひかる

はなぜか
こめかみに痛

いた

みを感
かん

じて…。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
人
類
の

英
知
が
試
さ
れ
て
い
る
。
感

染
拡
大
を
抑
え
、
死
者
を
一

人
で
も
減
ら
す
政
治
や
医
療

の
知
恵
だ
け
で
な
く
、
社
会

不
安
に
の
み
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
す
る
市
民
の
態
度
が
問

わ
れ
て
い
る
。
人
間
を
支
え

る
教
養
と
は
何
か
。
そ
れ
を

得
る
方
法
と
は
ど
ん
な
も
の

か
―
。
当
代
き
っ
て
の
知
恵

者
で
あ
る
２
人
が
、
対
談
で

解
き
明
か
し
た
の
が
本
書
だ
。

　
「
何
を
学
ぶ
べ
き
か
」「
い

か
に
学
ぶ
べ
き
か
」か
ら「
い

か
に
対
話
す
る
か
」
ま
で
の

全
５
章
は
、
書
名
に
あ
る
通

り
６
０
項
目
の
「
ヒ
ン
ト
」

で
構
成
。
実
践
に
基
づ
く
２

人
の
指
南
は
具
体
的
だ
。
例

え
ば
「
国
語
力
の
強
化
を
考

え
る
な
ら
、
近
代
文
語
文
に

視
野
を
広
げ
る
」
と
説
い
て

小
西
甚
一
著
「
国
文
法
ち
か

み
ち
」
を
薦
め
る
。
語
学
な

ど
は
「
教
え
る
プ
ロ
に
お
金

を
払
っ
て
勉
強
す
る
」
の
が

効
率
的
で
、
ロ
シ
ア
専
門
の

外
交
官
だ
っ
た
佐
藤
は
現
在

も
、
ロ
シ
ア
語
の
厳
し
い
個

人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
初
代
三
遊
亭
円

朝
作
の
古
典
落
語
「
心
眼
」

を
柳
家
権
太
楼
さ
ん
が
口
演

す
る
姿
を
、
写
真
家
の
大
森

克
己
さ
ん
が
捉
え
た
。

　
「
心
眼
」
は
、
目
が
見
え

ず
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
生
計

を
立
て
る
梅
喜
が
主
人
公
。

実
の
弟
に
目
の
こ
と
で
の
の
し

ら
れ
、
悔
し
い
思
い
を
す
る

が
、
薬
師
如
来
へ
の
願
掛
け

が
実
っ
て
目
が
見
え
る
よ
う

に
な
り
…
。

　

差
別
用
語
が
使
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
口
演
の
場
が
限

ら
れ
て
き
た
と
い
う
演
目
を
、

写
真
で
見
せ
る
。
百
面
相
の

よ
う
に
変
わ
る
表
情
か
ら
、

ど
の
場
面
な
の
か
想
像
さ
せ

「
見
え
る
」
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
を
考
え
さ
せ
る
。

　
（
平
凡
社
・
４
２
９
０
円
）

「本屋を守れ　読書とは国力」（共同）

「
基
点
と
し
て
の
戦
後
」の
苅
部
直
さ
ん

☆チョイス＠病
びょう

気
き

になったとき☆
「気

き

になる！おとなの歯
は

の矯
きょう

正
せい

」
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 2:15（再）午
ご

前
ぜん

1:00
　大

おとな

人になってから歯
は

の矯
きょう

正
せい

治
ち

療
りょう

を受
う

ける人
ひと

が
増

ふ

えている。大
おとな

人はすでにあごが完
かん

成
せい

している
ため、あごの大

おお

きさに対
たい

して歯
は

が正
ただ

しく並
なら

べら
れない場

ば

合
あい

には、矯
きょう

正
せい

の前
まえ

に歯
は

を数
すう

本
ほん

抜
ぬ

くケー
スもある。金

きん

属
ぞく

のワイヤーを使
つか

った標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な矯
きょう

正
せい

装
そう

置
ち

のほか、最
さい

近
きん

は透
とう

明
めい

の目
め

立
だ

たないものや
歯

は

の裏
うら

側
がわ

から行
おこな

うもの、マウスピース型
がた

のもの
などもある。それぞれのメリット・デメリット
を詳

くわ

しく解
かい

説
せつ

。矯
きょう

正
せい

中
ちゅう

の歯
は

のセルフケアのポイ
ントなども伝

つた

える。

　
【
共
同
】
Ｉ
Ｔ
業
界
の
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
―
。

み
ず
ほ
銀
行
の
巨
大
シ
ス
テ

ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

長
年
完
成
し
な
い
ス
ペ
イ
ン

☆所
ところ

さん！大
たい

変
へん

ですよ☆
「人

にん

間
げん

よりアバターがいい！？」
木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

7:30
　「店

てん

員
いん

がありえない居
い

酒
ざか

屋
や

」があると聞
き

き行
い

っ
てみると、接

せっ

客
きゃく

していたのはモニターに映
うつ

った
アバター。声

こえ

の主
ぬし

は遠
えん

方
ぽう

の自
じ

宅
たく

にいて遠
えん

隔
かく

操
そう

作
さ

しているという。常
じょう

連
れん

客
きゃく

も多
おお

く、「生
なま

身
み

の人
にん

間
げん

と対
たい

面
めん

するより本
ほん

音
ね

を話
はな

しやすい」と人
にん

気
き

らし
い。スーパー店

てん

頭
とう

での対
たい

面
めん

販
はん

売
ばい

も、アバターを
使
つか

うと人
にん

間
げん

の販
はん

売
ばい

員
いん

の倍
ばい

以
い

上
じょう

を売
う

り上
あ

げるとい
う。取

しゅ

材
ざい

を進
すす

めると、ネット上
じょう

でアバター同
どう

士
し

が出
で

会
あ

い、結
けっ

婚
こん

に至
いた

ったカップルを発
はっ

見
けん

。アバ
ター同

どう

士
し

だからこそ容
よう

姿
し

に惑
まど

わされず「内
ない

面
めん

」
を見

み

ることができたが、いきなり対
たい

面
めん

していた
ら恋

こい

に落
お

ちていたかどうかは分
わ

からないという。
さらには、「中

なか

の人
ひと

」がいないキャラクターとの
「結

けっ

婚
こん

生
せい

活
かつ

」を満
まん

喫
きつ

している人
ひと

も見
み

つかった。Ｖ
ＲやＡＩを駆

く

使
し

して、キャラクターと共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

を送
おく

っているかのような感
かん

覚
かく

を楽
たの

しめる日
ひ

も近
ちか

いという。一
いっ

体
たい

何
なに

が起
お

きているのか。彼
かれ

らの知
し

られざる本
ほん

音
ね

を探
さぐ

る。

　
【
共
同
】「
説
教
本
」
と
い

う
分
野
が
あ
る
。
面
と
向

か
っ
て
言
わ
れ
る
と
煙
た
い

が
、
ユ
ー
モ
ア
や
切
れ
の
い

い
語
り
口
で
“
良
き
も
の
”

に
変
わ
る
。
伊
集
院
静
さ
ん

の
「
大
人
の
流
儀
」
が
好
例

だ
が
、
そ
こ
に
名
を
連
ね
る

一
冊
だ
。

　
「
ス
マ
ホ
の
最
大
の
罪
は

ま
さ
に
こ
の
一
点
、『
読
書

の
時
間
を
奪
っ
て
い
る
こ

（
柳
家
権
太
楼
、
大
森
克
己
著
）

「
心
眼

  

柳
家
権
太
楼
」　

立
ち
止
ま
る
こ
と
が
真
の
教
養

気
持
ち
よ
く
お
説
教

「
本
屋
を
守
れ　
読
書
と
は
国
力
」 

（
藤
原
正
彦
著
）

　
【
共
同
】
米
国
が
「
自
国

第
一
主
義
」
を
掲
げ
、
世

界
秩
序
へ
の
関
心
を
失
い
つ

つ
あ
る
中
、
い
ま
だ
日
本
の

新
た
な
針
路
は
見
え
て
こ
な

い
。
東
京
大
教
授
で
政
治
思

想
史
が
専
門
の
苅
部
直
さ
ん

は
「
日
本
人
は
場
当
た
り
的

思
考
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
る
。

改
め
て
、
国
際
社
会
で
主
体

的
に
行
動
す
る
た
め
の
原
則

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
語
る
。

　

新
著
「
基
点
と
し
て
の
戦

後
」
は
、
１
９
４
５
年
以
降

の
日
本
の
思
想
界
に
関
連
す

る
論
考
を
収
録
。
特
に
第
３

部
で
は
、
日
本
国
憲
法
が
国

際
連
合
の
発
足
を
背
景
に
成

立
し
た
点
に
着
目
し
た
。

　

例
え
ば
憲
法
の
三
大
原
理

の
一
つ
で
あ
る
基
本
的
人
権

は
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
惨

劇
を
踏
ま
え
て
打
ち
出
さ
れ

「
み
ず
ほ
銀
行
シ
ス
テ
ム

統
合
、
苦
闘
の
１
９
年
史
」

巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
裏

（
大
和
田
尚
孝
ほ
か
著
）

た
国
連
憲
章
に
由
来
す
る
と

考
察
。
憲
法
９
条
が
掲
げ
た

平
和
主
義
も
、
国
連
の
集
団

安
全
保
障
に
よ
っ
て
日
本
の

防
衛
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
い
た
と
み
る
。

　
「
４
５
年
当
時
は
、
日
本

と
い
う
国
家
が
成
立
し
て
い

く
プ
リ
ン
シ
パ
ル
（
原
理
）

と
』
に
尽
き
ま
す
。
あ
る
い

は
『
孤
独
に
な
る
時
間
』
を

奪
っ
て
い
る
」「
黙
っ
て
本

を
読
む
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の

こ
と
が
大
人
も
子
供
も
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
」
と
書
店

減
少
や
国
語
力
低
下
を
憂

う
。

　

足
か
け
１
５
年
、
断
続
的

に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
ま
と
め
た
。
編
集
者
の「
よ

く
ぞ
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」

と
い
っ
た
合
い
の
手
で
、
著

者
も
気
分
が
良
さ
そ
う
だ
。

　

数
学
者
で
保
守
派
の
論

客
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
。

「（
日
本
は
）
ほ
ぼ
千
年
来
、

武
士
道
精
神
の
国
」「『
卑
怯

を
憎
む
心
』
や
『
惻
隠
』
な

ど
を
子
供
の
心
に
深
く
浸
み

込
ま
せ
れ
ば
（
い
じ
め
問
題

は
）
ほ
ぼ
解
決
で
き
る
」
と

い
っ
た
議
論
は
話
半
分
に
と

ど
め
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。

　

版
元
に
よ
る
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
「
リ
ア
ル

書
店
」
で
好
評
と
い
い
、
発

売
直
後
に
重
版
も
決
ま
っ

た
。
読
者
は
中
高
年
の
男
性

が
多
く
、
説
教
を
“
し
た
い

側
”に
響
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
・
９
９
０

円
）

が
普
遍
的
な
も
の
に
開
か
れ

て
い
た
」
と
苅
部
さ
ん
。
だ

が
実
際
に
は
、
憲
法
で
戦
力

不
保
持
と
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
に
国
際
協
調
に
貢
献
す

べ
き
か
と
い
っ
た
本
質
的
な

問
題
は
、
国
民
的
議
論
に
な

ら
な
か
っ
た
。

　

国
連
は
冷
戦
構
造
の
下
、

安
保
理
常
任
理
事
国
が
拒
否

権
を
発
動
し
合
い
、
機
能
不

全
が
顕
在
化
。
自
民
党
政
権

が
日
米
同
盟
へ
の
依
存
を
高

め
る
一
方
、
そ
れ
を
批
判
す

る
側
も
「
自
分
た
ち
が
平
和

☆麒
き

麟
りん

がくる☆
第
だい

16 回
かい

「大
おお

きな国
くに

」
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00
（再

さい

）午
ご

後
ご

17:00  土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

1:05

☆連
れん

続
ぞく

テレビ小
しょう

説
せつ

「エール」☆
第
だい

6 週
しゅう

「ふたりの決
けつ

意
い

」
日
にち

～木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 8:00
（再

さい

）　月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

0:45
　豊

とよ

橋
はし

での演
えん

奏
そう

会
かい

を終
お

えて、裕
ゆう

一
いち

（窪
くぼ

田
た

正
まさ

孝
たか

）
は意

い

気
き

揚
よう

々
よう

と福
ふく

島
しま

に帰
かえ

るが、音
おと

（二
に

階
かい

堂
どう

ふみ）
との結

けっ

婚
こん

を認
みと

めないまさ（菊
きく

池
ち

桃
もも

子
こ

）や浩
こう

二
じ

（佐
さ

久
く

本
もと

宝
たから

）たちの気
き

持
も

ちを初
はじ

めて知
し

り、将
しょう

来
らい

の
選
せん

択
たく

について心
こころ

が揺
ゆ

れる。そんな折
おり

、イギリス
から国

こく

際
さい

郵
ゆう

便
びん

が届
とど

く。それは裕
ゆう

一
いち

の海
かい

外
がい

留
りゅう

学
がく

に
ついての衝

しょう

撃
げき

の知
し

らせだった…。音
おん

楽
がく

の道
みち

から
離
はな

れようとする裕
ゆう

一
いち

に対
たい

し、夢
ゆめ

をあきらめてほ
しくない音

おと

は、東
とう

京
きょう

でレコード会
がい

社
しゃ

に裕
ゆう

一
いち

の売
う

り込
こ

みを開
かい

始
し

する！

を
実
現
す
る
た
め
、
国
際
的

に
ど
う
行
動
す
る
か
を
示
さ

な
か
っ
た
」
と
苅
部
さ
ん
は

厳
し
い
目
を
向
け
る
。

　

そ
こ
で
、
本
書
が
注
目
す

る
の
が
「
リ
ア
リ
ス
ト
」
の

国
際
政
治
学
者
と
し
て
知
ら

れ
た
高
坂
正
尭
だ
。
現
実
政

治
に
お
け
る
「
勢
力
均
衡
」

を
重
視
し
な
が
ら
、
平
和

主
義
の
理
念
も
高
く
評
価
し

た
。
そ
ん
な
高
坂
か
ら
学
ぶ

べ
き
は
「
長
期
と
短
期
、
限

定
的
と
世
界
大
と
い
っ
た
複

数
の
目
で
物
事
を
捉
え
る
思

考
だ
」
と
解
説
す
る
。

　

日
米
同
盟
の
有
効
性
へ
の

信
頼
は
、
特
に
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
登
場
以
降
、
揺
ら
い

で
い
る
。「
仮
に
朝
鮮
半
島
で

有
事
が
起
き
た
際
、
米
国
の

言
う
こ
と
だ
け
聞
い
て
い
れ

ば
い
い
の
か
」
と
苅
部
さ
ん
。

そ
の
米
国
に
物
を
言
う
た
め

に
も
「
日
本
は
日
本
で
ど
う

関
与
し
て
い
く
の
か
。
そ
れ

を
考
え
る
習
慣
を
身
に
付
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

　
（「
基
点
と
し
て
の
戦
後
」

は
千
倉
書
房
・
３
５
２
０
円
）

☆世
せ

界
かい

はほしいモノにあふれてる
～旅

たび

するバイヤー　極
ごく

上
じょう

リスト～☆
おうち時

じ

間
かん

を心
ここ

地
ち

よく①　癒
いや

しの極
ごく

上
じょう

テク
ニック

木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:30
　新

しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

防
ぼう

止
し

のため、今
いま

、
家
いえ

で過
す

ごす時
じ

間
かん

が増
ふ

えている。シリーズ「おう
ち時

じ

間
かん

を心
ここ

地
ち

よく」。初
しょ

回
かい

は番
ばん

組
ぐみ

が世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

で出
で

会
あ

った「癒
いや

しのテクニック」を集
あつ

めたスペシャ
ル版

ばん

。デンマークではインテリアデザインに注
ちゅう

目
もく

。自
じ

宅
たく

をくつろぎの空
くう

間
かん

に変
か

える演
えん

出
しゅつ

術
じゅつ

を教
おそ

わる。さらに料
りょう

理
り

初
しょ

心
しん

者
しゃ

でも簡
かん

単
たん

に作
つく

れる地
ち

中
ちゅう

海
かい

のヘルシーグルメやワンランク上
うえ

のコーヒー
の味

あじ

わい方
かた

など、せかほし流
りゅう

おうち時
じ

間
かん

の過
す

ご
し方

かた

を紹
しょう

介
かい

する。

の
教
会
に
ち
な
み
、
Ｉ
Ｔ
関

係
者
か
ら
、
こ
う
や
ゆ
さ
れ

た
と
い
う
。

　

そ
の
本
格
的
な
開
始
か
ら

昨
年
７
月
の
移
行
完
了
ま

で
、
か
か
っ
た
時
間
は
足
か

け
８
年
。
本
書
は
、
４
千
億

円
以
上
の
費
用
を
投
じ
、
数

千
人
以
上
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
が

関
わ
っ
た
舞
台
裏
を
描
き
出

す
。
前
半
は
、
預
金
や
振
り

込
み
、
融
資
を
支
え
る
新
た

な
「
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
」
の

開
発
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
や
や

専
門
的
な
内
容
だ
が
、
革
新

的
な
シ
ス
テ
ム
だ
と
分
か
る
。

　

だ
が
成
功
譚
で
終
わ
ら
な

い
の
が
本
書
の
面
白
さ
。
後

半
で
は
、
開
発
を
迫
ら
れ
る

契
機
と
な
る
大
規
模
シ
ス
テ

ム
障
害
が
、
な
ぜ
起
き
た
の

か
を
探
り
出
す
。
約
２
０
年

前
の
３
銀
行
の
経
営
統
合
時

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
経
営
陣

の
Ｉ
Ｔ
軽
視
の
問
題
な
ど
を

綿
密
な
取
材
で
明
ら
か
に
す

る
。

　

版
元
に
よ
る
と
、
２
月
中

旬
の
発
売
か
ら
２
カ
月
余
り

で
７
万
２
千
部
を
発
行
。
本

書
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

経
営
者
が
現
場
を
理
解
し
、

リ
ス
ク
を
取
っ
て
組
織
を
前

進
さ
せ
る
難
し
さ
だ
。
シ
ス

テ
ム
開
発
を
担
う
人
だ
け
で

な
く
、
経
営
側
と
の
対
話
の

難
し
さ
に
直
面
す
る
、
組
織

の
現
場
で
生
き
る
人
に
は
共

感
す
る
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
・

１
９
８
０
円
）

　

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見

破
る
の
も
教
養
だ
が
「
自
ら

疑
う
こ
と
を
放
棄
」
す
る
空

気
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
へ

の
危
惧
も
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
通
じ
て
間
断
な
く

流
れ
る
情
報
を
遮
断
し
「
立

ち
止
ま
る
こ
と
こ
そ
が
真
の

教
養
の
力
」
と
い
う
警
句
が

重
た
く
響
く
。

　
（
文
春
新
書
・
９
３
５
円
）

（
池
上
彰
、
佐
藤
優
著
）

「
知
的
再
武
装

６
０
の
ヒ
ン
ト
」

☆インタビュー　ここから☆
福
ふく

原
はら

愛
あい

日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 6:30
　幼

おさな

いころから「天
てん

才
さい

卓
たっ

球
きゅう

少
しょう

女
じょ

」として注
ちゅう

目
もく

を
集
あつ

め、オリンピックのメダルも獲
かく

得
とく

した福
ふく

原
はら

愛
あい

さんへのインタビュー。仙
せん

台
だい

市
し

の小
ちい

さな集
しゅう

会
かい

所
じょ

が選
せん

手
しゅ

生
せい

活
かつ

の原
げん

点
てん

だ。努
ど

力
りょく

を重
かさ

ね、平
へい

成
せい

の卓
たっ

球
きゅう

界
かい

をけん引
いん

する存
そん

在
ざい

へと育
そだ

ったが、故
こ

郷
きょう

を襲
おそ

っ
た東

ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

が大
おお

きな転
てん

機
き

となる。プレース
タイルを変

か

え、被
ひ

災
さい

地
ち

の子
こ

どもたちとある “約
やく

☆グレーテルのかまど☆
「“ホビットの冒

ぼう

険
けん

” のシードケーキ」
火

か

曜
よう

日
び

  午
ご

後
ご

1:05
　ファンタジー小

しょう

説
せつ

の金
きん

字
じ

塔
とう

『ホビットの冒
ぼう

険
けん

』

に登
とう

場
じょう

するシードケーキ。読
どく

者
しゃ

を物
もの

語
がたり

の世
せ

界
かい

に

いざなう、イギリス伝
でん

統
とう

のお菓
か

子
し

とは？　ヘン

ゼルはさわやかな香
かお

りのケーキに挑
ちょう

戦
せん

！　人
にん

間
げん

の半
はん

分
ぶん

ほどの背
せ

丈
たけ

のホビットが、ドワーフや魔
ま

法
ほう

使
つか

いと、邪
じゃ

悪
あく

な竜
りゅう

が住
す

む宝
たから

の山
やま

を目
め

指
ざ

す…幻
げん

想
そう

的
てき

な物
もの

語
がたり

のさきがけとして、続
ぞく

編
へん

の『指
ゆび

輪
わ

物
もの

語
がたり

』と共
とも

に世
せ

界
かい

で愛
あい

され続
つづ

けるトールキンの『ホ

ビットの冒
ぼう

険
けん

』。冒
ぼう

険
けん

の初
はじ

めに主
しゅ

人
じん

公
こう

が仲
なか

間
ま

をも

てなす、香
こう

ばしいキャラウェイシードがたっぷ

り入
はい

ったケーキ。日
に

本
ほん

では「種
たね

入
い

りの焼
や

き菓
が

子
し

」

と翻
ほん

訳
やく

され、読
どく

者
しゃ

の想
そう

像
ぞう

力
りょく

をかきたててきまし

た。一
いっ

体
たい

どんなケーキ？

☆金
きん

曜
よう

日
び

のソロたちへ☆
(19)

火
か

曜
よう

日
び

  午
ご

後
ご

1:30
　双

ふた

子
ご

のお笑
わら

いコンビ【ザ・たっち】の二
ふた

人
り

が

登
とう

場
じょう

！兄
あに

たくやと弟
おとうと

かずやは、同
おな

じマンション

の上
じょう

下
げ

階
かい

でそれぞれひとり暮
ぐ

らし。時
とき

にはシン

クロしたり時
とき

には全
ぜん

然
ぜん

別
べつ

のことだったり…双
ふた

子
ご

の不
ふ

思
し

議
ぎ

な生
せい

活
かつ

スタイルが明
あき

らかに！さらに、”

かわいすぎる怪
かい

談
だん

師
し

”山
やま

口
ぐち

綾
あや

子
こ

の部
へ

屋
や

を観
かん

察
さつ

！

いつも怖
こわ

い話
はなし

ばかりを考
かんが

えている仕
し

事
ごと

人
にん

の私
し

生
せい

活
かつ

とは！？

束
そく

” をしてオリンピックに臨
のぞ

んだという。かけ
がえのない場

ば

所
しょ

だという故
ふる

郷
さと

・仙
せん

台
だい

への思
おも

いと
は。インタビューで迫

せま

る。

　高
たか

政
まさ

（伊
い

藤
とう

英
ひで

明
あき

）を討
う

つべく出
しゅつ

陣
じん

する道
どう

三
さん

（本
もと

木
き

雅
まさ

弘
ひろ

）。国
くに

を二
に

分
ぶん

する戦
いくさ

に、明
あけ

智
ち

家
け

はどち
らにつくべきか光

みつ

安
やす

（西
にし

村
むら

まさ彦
ひこ

）は思
おも

い悩
なや

む。
一
いっ

方
ぽう

、光
みつ

秀
ひで

（長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

己
き

）は戦
いくさ

を回
かい

避
ひ

すべく、
尾

お

張
わり

の信
のぶ

長
なが

（染
そめ

谷
たに

将
しょう

太
た

）と帰
き

蝶
ちょう

（川
かわ

口
ぐち

春
はる

奈
な

）の
元
もと

へ向
む

かった。道
どう

三
さん

に肩
かた

入
い

れして戦
いくさ

に手
て

出
だ

しを
しないこと、その代

か

わりに織
お

田
だ

との同
どう

盟
めい

を破
は

棄
き

せんとする高
たか

政
まさ

を一
いち

命
めい

をかけて押
お

しとどめると
訴
うった

える光
みつ

秀
ひで

。しかし弟
おとうと

・孫
まご

四
し

郎
ろう

に手
て

を貸
か

さず死
し

に追
お

いやったとして光
みつ

秀
ひで

に対
たい

する不
ふ

信
しん

感
かん

が拭
ぬぐ

え
ない帰

き

蝶
ちょう

は、光
みつ

秀
ひで

を厳
きび

しく突
つ

き放
はな

す。

☆きじまりゅうたの小
こ

腹
ばら

すいてませんか？　
冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

の食
しょく

材
ざい

ランキングＢＥＳＴ５☆
第
だい

４位
い

　ニンジン・プチトマトで　小
こ

腹
ばら

す
いてませんか？
土

ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:45
　料

りょう

理
り

研
けん

究
きゅう

家
か

・きじまりゅうたが家
いえ

にある物
もの

で “小
こ

腹
ばら

を満
み

たすメニュー” を作
つく

る料
りょう

理
り

バラエ
ティー。これまでお邪

じゃ

魔
ま

した約
やく

30 軒
けん

の家
いえ

の冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

で多
おお

かった食
しょく

材
ざい

ＢＥＳＴ５を集
しゅう

計
けい

。誰
だれ

の家
いえ

に
もよくある食

しょく

材
ざい

で作
つく

った驚
おど

きの小
こ

腹
ばら

飯
めし

をたのし
む総

そう

集
しゅう

編
へん

。第
だい

４位
い

で同
どう

数
すう

だった「にんじん」「プ
チトマト」など、野

や

菜
さい

の使
つか

い方
かた

を振
ふ

り返
かえ

る。中
ちゅう

華
か

風
ふう

からイタリアンまで……。おいしさの秘
ひ

訣
けつ

は、野
や

菜
さい

の「うまみ」を引
ひ

き出
だ

すこと。オリー
ブオイルとの合

あ

わせ方
かた

も必
ひっ

見
けん

。

（４）２０２０年 第５４７８号	 ４月	３０日	（木曜日）



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。
月　　 日（日）から　 　月　　 日（土）まで

月日 火 水 木 金 土	 5月 3日
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23

00	ニュース
15	NHK のど自慢スペシャ

ル	「全部見せます	チャ
ンピオン 2019	前編」

00	ニュース
05	新・BS 日本のうた「注

目！竹島＆パク＆川上
＆真田＆中澤	SP」

2:35	趣味の園芸
40	みちたん 5min ～
45	うちなーであそぼ
50	BS ニュース
00	猫のしっぽカエルの手	

スペシャル	「雨の中で
も踊るのが人生」

55	ねこ育て	いぬ育て

5:25	 新型コロナウイルス
関連ミニ番組

30	みいつけた！さん

00	ニュース	( 二 )
05	ミミクリーズ
15	コレナンデ	サンデー
25	基礎英語 0		(5）
35	E ダンスアカデミー	

シーズン 8（3）
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ダーウィンが来た！	

00	大河ドラマ「麒麟がく
る」	（16）「大きな国」

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル

00	 世界ふれあい街歩き	
「芸術家の愛する街	 パ
リ・バティニョール～
フランス」

00	ニュース・気象情報
05	国際報道 2020 スペシャ

ル
45	新型コロナウイルス関

連ミニ番組
50	サンデースポーツ 2020
12:35	 NHK のど自慢スペ

シャル「全部見せます	
チャンピオン 2019	 前
編」	( 再 )

13:20	大林宣彦監督をしの
んで	「目撃！にっぽん
選」	「クローズアップ現
代＋選」	( 再 )

14:26	COOL	JAPAN～発掘！
かっこいいニッポン～	
( 再 )

15:10	土曜ドラマ「路（ル
ウ）」の魅力に迫る！

20	BS ニュース
30	将棋フォーカス
00	囲碁フォーカス
30	桂文枝の演芸図鑑	 選

「浜美枝	ナイツ」
00	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」	（16）「大
きな国」	( 再 )

45	さわやか自然百景	 選
「静岡	愛鷹山」	( 再 )

59	ワールドウェザー
00	ニュース
20	みちたん 5min ～
30	インタビューここから
00	おはよう日本
30	みんなの体操
35	うまいッ！	選
00	エール	（26）
15	天皇陛下	 はじめての

“一人旅”

21:45	ニッポンの里山
55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	【ドラマ】アシガール	

（3）(再 )
50	NHK スペシャル	( 再 )
23:55	ミニ番組
57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	うまいッ！	選
38	新型コロナウイルス関

連ミニ番組
45	エール	（26）	( 再 )
00	新日本風土記	( 再 )

00	COOL	JAPAN～発掘！かっ
こいいニッポン（ア）

45	 Doki	Doki!	NHK	ワールド
50	5 分で「麒麟がくる」
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	ガールズクラフト	(再)
20	猫のしっぽ	カエルの手	

選「20 年目の春」
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	 with	

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	( 二 )
05	びじゅチューン！
10	みいつけた！
25	すイエんサー	

50	アニメ	ねこねこ日本史
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	チコちゃんに叱られ

る！
08:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	9	(二)
50	エール	古関裕而の応援

歌	「モスラの歌」
55	ワールドウェザー
00	アーカイブス秘蔵映像

でよみがえる	にっぽん
の廃線 100

11:15	ミニ番組
35	ニュース・気象情報
40	今だから、新作ドラマ

作ってみました	（1）
12:15	【土曜時代ドラマ】

雲霧仁左衛門 3	（4）
55	みんなのうた	( 再 )
00	サイエンス ZERO	（ア）

「火山島“西之島”」
30	ガイロク（街録）	選（20）

00	BS ニュース
10	きょうの健康	知ってお

きたい！
25	きょうの料理	食べもの

のちから
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	BS ニュース	( 再 )
10	トコトコトラム
30	にっぽん百名山	選「大

菩薩嶺」
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	ニュース
10	えぇトコ (再 )
35	テレビ体操	( 再 )
00	おはよう日本
30	みんなの体操
35	うまいッ！	選
00	エール	（27）
15	スカーレット総集編

（ア）（前編）
21:38	ミニ番組
40	始発物語
55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	チコちゃんに叱られ

る！ (再 )
23:17	 ドキュメント 72 時

間	選	( 再 )
48	視点 ･論点

00	ニュース
15	BENTO	EXPO	選
38	花は咲く～走れ！サン

テツ ver. ～
45	エール	（27）	( 再 )
00	趣味どきっ！	こんどこ

そスマホ（6）
25	NHK 短歌	（アンコール）
50	おもてなし	即レス英会話
00	世界にいいね！
25	J-MELO	 選「AK-69 ＆

coba」	( 英 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	不可避研究中（4）「総

集編」	( 再 )
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	 with	

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	( 二 )
05	びじゅチューン！
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	もふもふモフモフ「九

州の猫島に上陸！」
00	東洋医学ホントのチカ

ラ	今こそお家で！セル
フケア SP

52	まいにちスクスク
00	ニュースウオッチ	9	(二)
50	エール	古関裕而の応援

歌	「六甲おろし」
55	ワールドウェザー
00	LIFE ！～人生に捧げる

コント～
45	フェイクバスターズ
11:15	 今だから、新作ドラ

マ作ってみました	（2）
50	コウケンテツの世界幸

せゴハン紀行
00	花は咲く～
05	みちたん 5min ～
15	先人たちの底力	知恵泉
00	みんなのうた	( 再 )
05	グレーテルのかまど	
30	金曜日のソロたちへ	

（18）
00	BS ニュース
10	きょうの健康	知ってお

きたい！
25	きょうの料理	香りでひ

と味アップ！
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	BS ニュース	( 再 )
10	トコトコトラム～
30	イッピン	選「くっきり

鮮やか！天然モダン」
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	ニュース
20	みちたん 5min…
30	インタビューここから…
00	おはよう日本
30	みんなの体操
35	うまいッ！	選
00	エール	（28）
15	スカーレット総集編	

（後編）
21:43	 土曜ドラマ「路（ル

ウ）」の魅力に迫る！
55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	LIFE ！ ( 再 )
50	プロフェッショ…(再 )
23:35	みちたん 5min
40	うちなーであそぼ
48	視点 ･論点

00	ニュース
15	中井精也の鉄道写真旅
33	コウケンテツが行く
38	新型コロナウイルス…
45	エール	（28）	( 再 )
00	趣味どきっ！
25	NHK 俳句	（アンコール）
50	おもてなし	即レス英会

話
00	テレビで中国語	（5）
25	Asia	Insight	（ア）(二)

55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	グレーテルのかまど	

( 再 )
44	楽ラクワンポイント介護
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	( 二 )
05	びじゅチューン！
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	潜れ！さかなクン	「熊

本・八代海～知られざ
る神秘の海へ」

8:45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	NHK スペシャル	「“わた
しをあきらめない”	～
5 年 1 組	 子どもたちと
先生の一年」

55	ウイルス VS 人類
11:45	ニュース・気象情報
50	国際報道 2020
12:30	 又吉直樹のヘウレー

カ！	「世界はコマでで
きている！？」

13:15	 ふらっとあの街	 旅
ラン 10 キロ	選

50	新型コロナウイルス…
55	花は咲く～
00	BS ニュース
10	きょうの健康	知ってお

きたい！
25	きょうの料理（ア）調

味料ひとつでパパッ…
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	BS ニュース	( 再 )
10	トコトコトラム～
30	ダーウィンが来た！	

「出発進行！」	( 再 )
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（29）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	潜れ！さかなクン (再 )
23:18	 桂文枝の演芸図鑑	

選 (再 )
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	サラメシ	シーズン9（5）

(再 )
45	【連続テレビ小説】エー

ル	（29）	( 再 )
00	趣味どきっ！（ア）（5）
25	趣味の園芸	万葉の花（2）

「フジ	平城京の名花」
50	おもてなし	即レス英会話
00	旅するスペイン語（ア）（5）
25	Journeys	in	Japan	（ア）

「阿賀野川	春」(二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	Core	Kyoto「金箔文化～

極薄の黄金が生む」(二 )
48	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	所さん！大変ですよ	
57	ネーミングバラエティー	

日本人のおなまえっ！
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋
30	世界はほしいモノにあ

ふれてる	「おうち時間
を心地よく（1）癒しの
極上テクニック」

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:15	【プレミアムドラマ】

70 才、初めて産みます	
（5）

13:05	5分で「麒麟がくる」(再)
10	あしたも晴れ！人生レ

シピ	選
55	みんなのうた	( 再 )
00	BS ニュース
10	きょうの健康	知ってお

きたい！脳の血管が破
れる病気

25	BENTO	EXPO	選	( 再 )
48	Doki	Doki	!	NHK( 再 )
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
30	ニッポンぶらり鉄道旅	

選「“ディープな四国”」
00	ごごナマ	( 再 )
55	あの日	わたしは～証言

記録	東日本大震災～
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（30）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ネーミングバラ…(再 )
50	【プレミアムドラマ】70才、

初めて産みます（5）(再 )
23:40	5分で「麒麟がくる」	(再)
48	チコちゃんに叱…(再 )

00	ニュース
20	きじまりゅうた…(再 )
33	みちたん 5min ～
38	趣味の園芸	…(再 )
45	エール	（30）	( 再 )
00	チョイス＠病気になっ

たとき	 選「顎関節症	
治療のチョイス」

50	おもてなし	即レス英会話
00	旅するフランス語（ア）（5）
25	Trails	to	Oishii	Tokyo	

（ア）「ひじき」(二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた	( 再 )
15	まる得マガジン	( 再 )
20	インタビューここから	

「安藤忠雄」	( 再 )
46	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
05:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース	シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	首都圏情報	ネタドリ！
57	チコちゃんに叱られる！
8:42	ミニ番組
45	ガールズクラフト
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	【ドラマ】アシガール	
（4）「ドキドキの夜！」

43	ミニ番組
45	ドキュメント 72 時間
11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020

12:10	ワールドウェザー
15	にっぽん縦断	こころ旅	

とうちゃこ	「静岡県」
13:13	ミニ番組
15	沁（し）みる夜汽車	

2020 春

14:05	BS ニュース

15	チョイス＠病気になっ
たとき	「気になる！大
人の歯の矯正」

00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
30	美の壺スペシャル	 選

「日本のお弁当」

00	おかあさんといっしょ	
( 再 )

24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

19:59	ワールドウェザー
00	エール	「第 6週」
15	チコちゃんに叱られ

る！	( 再 )
00	フェイクバスターズ	(再)
30	BS ニュース
40	NHK スペシャル	「JFK 暗

殺	前編」	( 再 )
22:40	BS ニュース
50	NHK スペシャル (再 )
23:45	 新型コロナウイルス

関連ミニ番組
50	花は咲く	東北に咲く

00	ニュース
15	バラエティー生活笑百科
40	浮世絵 EDO-LIFE
45	【連続テレビ小説】エー

ル	「第 6週」	( 再 )
00	ニュース
05	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」	（16）「大
きな国」	( 再 )

50	さし旅	「おウチで楽し
んじゃってるマニア
BEST5」	( 再 )

2:17	ミニ番組
20	しろくまピース 20 歳	

完全版
3:50	BS ニュース
00	又吉直樹のヘウレー

カ！	「世界はコマでで
きている！？」	( 再 )

45	デザインあ	( 再 )
00	もふもふモフモフ	「子

ネコ育てたワンコに渡
邊圭祐ほっこり！九州
の猫島に上陸！」	( 再 )

30	おかあさんといっしょ
54	みんなのうた	( 再 )
00	ニュース	( 二 )
05	ピタゴラスイッチ
20	アニメ	少年アシベ	…
30	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！
55	ノージーのひらめき工房
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	NHK スペシャル
8:30	 土曜ドラマ「路（ル

ウ）」の魅力に迫る！
40	ミニ番組
45	ニュース・気象情報
50	チコちゃんに叱られる！

00	浮世絵 EDO-LIFE	( 再 )
05	Doki	Doki	!	NHK…(再)
10	有田 Pおもてなす	選（68）
45	きじまりゅうたの…
00	SONGS
30	【よるドラ】いいね！光

源氏くん	（6）
00	ニュース・気象情報
10	今だから、新作ドラマ

作ってみました	（3）
13:40	 土曜ドラマ「路（ル

ウ）」の魅力に迫る！
50	花は咲く～
55	コウケンテツが行く
00	うまいッ！	選「やぎの

熟成チーズ」	( 再 )
25	みんなのうた	( 再 )
30	BS ニュース
40	日本の話芸	（ア）入船

亭扇遊	落語「ねずみ」

15:10	 アーカイブス秘蔵映
像でよみがえる	にっぽ
んの廃線 100	( 再 )

16:05	中井精也の鉄…(再 )
20	BS ニュース	( 再 )
30	【ストーリーズ】	ノーナ

レ	( 再 )
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29	ノージーのひらめき工房
44	デザインあ
59	ワールドウェザー
00	ニュース
10	目撃！にっぽん
50	テレビ体操
00	おはよう日本
45	さわやか自然百景	選
59	ワールドウェザー
00	小さな旅	選
25	サラメシ	シーズン9(再 )
57	気象情報
00	日曜討論

00	ニュース・気象情報
05	明日へ	つなげよう	
55	みんなのうた
00	ザ少年倶楽部

59	ワールドウェザー

☆番組の内容は 4面に記載
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